
【
資
料
紹
介
】
下
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観
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の
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承
前
）

�

柏
木�

智
雄

解
題

紀
要
前
号
で
は
、『
や
ま
の
上
』
の
前
半
部
分
で
あ
る
大
正
八
年
一
〇
月
一
日
か
ら
翌

年
二
月
二
九
日
ま
で
の
記
事
を
翻
刻
し
紹
介
し
た
。
紀
要
本
号
で
は
、
こ
れ
を
承
け
て
、

そ
の
後
半
を
翻
刻
し
解
題
す
る
。

観
山
と
同
志
・
先
師

前
号
の
解
題
に
記
し
た
通
り
、
大
正
八
年
九
月
六
日
、
勅
命
に
よ
り
帝
国
美
術
院
規
定

が
発
布
さ
れ
、同
月
八
日
、院
長
以
下
会
員
が
任
命
さ
れ
た
。
文
部
大
臣
の
中
橋
徳
五
郎
は
、

こ
れ
を
機
に
、
在
野
の
美
術
団
体
の
統
合
を
は
か
ろ
う
と
し
て
、
日
本
美
術
院
か
ら
横
山

大
観
と
下
村
観
山
を
帝
国
美
術
院
会
員
に
招
こ
う
と
し
た
が
、
大
観
、
観
山
そ
ろ
っ
て
こ

れ
を
固
辞
し
在
野
を
貫
い
た
。
こ
う
し
た
美
術
界
再
編
の
動
き
に
対
応
す
る
た
め
か
、「
午

後
よ
り
、
先
生
、
東
京
行
き
、
伊
豫
紋
に
て
横
山
様
と
会
ふ
は
づ
」（
三
月
一
五
日
、
挿
図
）、

「
大
観
氏
よ
り
電
話
、
近
日
、
来
浜
と
の
事
」（
六
月
一
六
日
）、「
横
山
大
観
氏
、
名
取
氏
、

来
訪
。
名
取
氏
、
午
前
中
、
帰
る
。
大
観
氏
同
伴
に
て
、
先
生
、
千
登
世
へ
御
出
掛
に
な
る
」

（
六
月
二
八
日
）
と
い
っ
た
記
事
が
散
見
さ
れ
、
盟
友
横
山
大
観
と
し
ば
し
ば
会
合
し
て

い
る
事
実
を
確
認
で
き
る
（「
伊
豫
紋
」
は
東
京
上
野
の
、「
千
登
世
」
は
横
浜
関
内
の
老

舗
料
亭
）。

「
雅
邦
遺
墨
展
覧
会
出
品
の
幅
十
点
、
龍
岡
町
、
橋
本
へ
届
く
」（
三
月
二
八
日
）、「
午
前

九
時
、
雅
邦
遺
墨
展
覧
会
へ
御
出
掛
け
」（
四
月
一
日
）
と
い
っ
た
先
師
橋
本
雅
邦
に
関
す

る
記
事
が
い
く
つ
か
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
年
の
春
に
東
京
美
術
学
校
で
開
催
さ
れ
た
雅
邦
遺

墨
展
覧
会
に
家
蔵
の
雅
邦
作
品
を
出
品
し
、展
覧
会
初
日
に
出
向
い
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

「
今
一
枚　
［
○
］
月
夜
の
竹
（
こ
れ
は
日
月
十
題
の
分
と
し
て
描
き
し
も
の
）、
持
参
。
橋

本
未
亡
人
へ
の
由
」（
三
月
一
五
日
、
挿
図
）、「
雅
邦
先
生
未
亡
人
、
御
子
息
御
同
伴
に
て

御
出
に
な
る
。
鎌
倉
へ
参
ら
る
途
中
の
由
。
午
後
、
自
動
車
に
て
、
横
浜
駅
ま
で
先
生
と
送

る
」（
六
月
三
日
）
と
あ
る
よ
う
に
橋
本
雅
邦
夫
人
に
自
作
を
贈
呈
す
る
な
ど
手
厚
く
遇
し

て
お
り
、
亡
き
先
師
へ
の
追
慕
の
念
は
篤
か
っ
た
。
六
月
一
〇
日
に
は
「
故
フ
エ
ノ
ロ
サ
氏

記
念
会
発
起
人
の
賛
成
承
諾
の
件
に
て
封
書
、
来
る
。
承
諾
の
旨
、
返
事
、
出
す
」
と
い

う
記
述
が
あ
り
、
観
山
の
画
才
を
い
ち
早
く
見
出
し
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
業
績

を
顕
彰
す
る
会
の
発
会
に
賛
同
し
て
い
る
。
翌
大
正
一
〇
年
に
、フ
ェ
ノ
ロ
サ
氏
記
念
会
は
、

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
著
書
『
東
亜
美
術
史
綱
』
を
有
賀
長
雄
の
翻
訳
で
出
版
す
る
こ
と
に
な
る
。

観
山
会
に
つ
い
て

五
月
一
一
日
の
記
事
に
「
十
四
日
、
午
後
五
時
、
芝
、
紅
葉
館
に
て
観
山
会
十
週
記
念

を
祝
す
べ
く
、冥マ
マ

を
開
く
由
」
と
あ
る
。
明
治
四
四
年
に
日
本
橋
倶
楽
部
で
発
会
し
た
「
観
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山
会
」
が
十
周
年
を
迎
え
、大
正
九
年
五
月
一
三
日
か
ら
一
五
日
ま
で
、
同
じ
く
日
本
橋
倶
楽
部

を
会
場
に
し
て
観
山
会
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。一
四
日
の
紅
葉
館
（
芝
公
園
内
に
あ
っ
た
高

級
料
亭
）
に
お
け
る
宴
席
も
含
め
、
観
山
は
初
日
か
ら
、
連
日
、
会
に
足
を
運
ん
で
い
る
。

観
山
会
は
、
観
山
芸
術
を
愛
好
す
る
当
時
の
政
財
界
の
著
名
人
の
集
ま
り
で
、
渋
沢
栄
一

や
法
学
者
の
高
田
早
苗
な
ど
が
創
立
会
員
に
名
を
連
ね
る
。
年
に
一
、二
回
会
合
を
催
し
、

観
山
作
品
を
購
入
し
て
清
談
し
、
以
っ
て
観
山
の
創
作
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
が
目
的
で

あ
っ
た
。
観
山
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
後
援
組
織
に
相
当
し
、
会
は
観
山
の
没
年
ま
で
継

続
さ
れ
て
い
る
。

観
山
と
文
化
人
の
交
流

井
上
辰
九
郎
や
中
山
隣
之
助
ら
観
山
会
関
係
者
と
の
交
際
の
他
に
、
日
記
か
ら
は
、
多

く
の
文
化
人
と
の
交
際
も
う
か
が
え
る
。
主
な
氏
名
を
列
記
（
五
十
音
順
）
す
る
と
、
荒

井
寛
方
（
日
本
画
家
）、
石
川
丹
麗
（
日
本
画
家
）、
石
倉
翠
葉
（
俳
人
）、
乾
南
陽
（
日

本
画
家
）、
海
老
名
文
雄
（
洋
画
家
）、
片
多
徳
郎
（
洋
画
家
）、
川
上
邦
世
（
彫
刻
家
）、

木
村
武
山
（
日
本
画
家
）、
児
玉
素
行
（
日
本
画
家
）、
齋
藤
隆
三
（
史
学
者
）、
佐
伯
定

胤
（
法
隆
寺
管
主
）、島
田
友
春
（
日
本
画
家
）、長
野
草
風
（
日
本
画
家
）、中
村
岳
陵
（
日

本
画
家
）、
橋
本
永
邦
（
日
本
画
家
）、
橋
本
秀
邦
（
日
本
画
家
）、
原
三
溪
（
実
業
家
）、

藤
田
青
花
（
仏
教
美
術
研
究
者
）、前
田
青
邨
（
日
本
画
家
）、正
木
直
彦
（
美
術
行
政
家
）、

松
岡
文
橘
（
化
学
者
）、
溝
口
禎
次
郎
（
美
術
史
家
・
美
術
行
政
家
）、
横
山
大
観
（
日
本

画
家
）
な
ど
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
る
。

観
山
の
制
作

文
中
に
「
○
」
の
印
影
の
朱
文
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
は
、
観
山
の
制
作
に
関
す

る
記
述
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
を
中
心
に
、
大
正
九
年
三
月
か
ら
同
年
六
月
ま
で
の

期
間
で
制
作
に
関
わ
る
記
事
を
抜
粋
す
る
と
、
四
九
件
を
確
認
で
き
る
（
別
表
１
）。
こ

の
年
は
、
王
世
子
殿
下
婚
礼
の
御
祝
献
納
画
や
、
大
正
七
年
に
下
命
さ
れ
た
明
治
神
宮
御

内
殿
の
六
曲
屏
風
一
双
「
四
季
花
卉
図
」
の
揮
毫
擱
筆
の
た
め
、
再
興
第
七
回
院
展
へ
の

出
品
は
な
い
。
江
戸
風
俗
展
覧
会
に
出
品
し
た
衣
装
二
八
点
（
日
記
巻
末
の
目
録
）
や
「
光

起
筆
、
小
倉
山
表
装
、
出
来
」（
三
月
九
日
）
に
あ
る
土
佐
光
起
の
や
ま
と
絵
、「
午
前
九

時
過
き
よ
り
、
幅
（
古
画
、
宋〃
画
元

、
老
子
出
関
の
大
幅
、
米
庵
小
像
等
）
六
七
点
東
京
へ

挿図
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持
参
」（
四
月
三
日
）
に
あ
る
宋
元
画
や
市
河
米
庵
像
の
小
品
な
ど
の
家
蔵
品
は
、
観
山

の
風
俗
や
古
画
の
研
究
の
一
端
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。
ま
た
、「
粉
河
寺
縁
起
、一
巻
、

頼
む
。
但
し
、
並
製
一
巻
、
三
十
五
円
也
」（
三
月
二
九
日
）
の
記
事
は
、
大
正
七
年
に

出
版
さ
れ
た
粉
河
寺
縁
起
絵
（
国
宝
、
粉
河
寺
蔵
、
京
都
国
立
博
物
館
寄
託
）
の
コ
ロ
タ

イ
プ
版
を
入
手
し
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
、
平
安
時
代
後
期
の
絵
巻
物
の

研
究
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
う
し
た
研
究
に
基
づ
い
て
、
大
作
や
小
品
の
応
需
制
作
に
取
り
組
む
一
方
で
、「
此

の
四
五
日
来
、
筆
を
執
ら
ざ
り
し
も
、
今
日
初
め
て
、
尺
八
、
舟
子
の
図
、
御
描
き
に
な
る
」

（
五
月
一
八
日
）、「
午
後
十
二
時
頃
、
御
帰
り
。
大
分
酩
酊
の
様
子
」（
五
月
二
五
日
）、「
酔

十
日
、
殆
ん
ど
筆
執
ら
ず
、
今
日
に
及
ぶ
」（
六
月
二
日
）
と
い
っ
た
記
事
は
、
こ
の
頃
、

過
度
の
飲
酒
が
制
作
の
妨
げ
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
事
実
、
本
日

記
の
前
半
で
は
制
作
に
関
わ
る
記
事
を
一
〇
九
件
抜
粋
で
き
た
（
別
表
２
）
が
、
後
半
で

は
お
よ
そ
半
数
と
な
っ
て
い
る
。

凡
例

一
、
本
稿
は
、
下
村
観
山
が
横
浜
の
本
牧
和
田
山
に
構
え
た
居
宅
兼
画
房
の
、
大
正
八
年

（
一
九
一
九
）
十
月
一
日
か
ら
同
九
年
（
一
九
二
〇
）
六
月
三
十
日
ま
で
〔
前
号
に
お

い
て
「
同
九
年
（
一
九
二
〇
）
十
月
三
十
日
ま
で
」
と
記
し
た
の
は
誤
り
で
あ
る
の
で
、

以
っ
て
訂
正
す
る
〕
の
家
内
の
出
来
事
を
記
し
た
日
録
『
や
ま
の
上
』
の
内
、
前
号
を

承
け
て
同
九
年
三
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
の
記
事
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
原
本
に
あ
た
り
、
読
解
の
便
を
考
慮
し
て
、
原
本
の
体
裁
を

尊
重
し
つ
つ
以
下
の
よ
う
に
改
め
た
。

①　

紙
幅
の
都
合
に
よ
り
本
書
の
形
状
に
よ
る
改
行
等
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
追
込
み

と
し
た
。

②　

固
有
名
詞
や
明
ら
か
な
意
図
を
も
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
旧
字
体
以
外
は
、
原
則
と

し
て
新
字
体
に
改
め
た
。
算
用
数
字
は
「
拾
」「
廿
」「
卅
」
を
除
き
、「
壱
」
を
一
、「
弐
」

を
二
な
ど
と
新
字
体
と
し
た
。
ま
た
、
異
体
字
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
場
合
が
あ
る
。

③　

変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。

④　

原
本
の
抹
消
部
分
は
、
該
当
箇
所
の
左
側
に
〃
〃
で
示
し
、
抹
消
箇
所
に
訂
正
が
あ

る
場
合
は
、
左
側
に
〃
〃
で
示
す
と
と
も
に
、
右
側
に
訂
正
の
字
句
を
記
し
た
。

⑤　

加
筆
・
挿
入
文
字
、
記
号
は
、
そ
れ
を
［　

］
で
括
っ
た
。

⑥　

再
読
文
字
は
漢
字
を
「
々
」、
片
仮
名
を
「
ヽ
・
ヾ
」、
平
仮
名
を
「
ゝ
・
ゞ
」、
二

字
続
き
は
「
〳
〵
」
と
し
た
。

⑦　

本
文
中
に
誤
字
、
脱
字
、
意
味
不
明
な
文
字
が
あ
る
場
合
、「
マ
マ
」「
カ
」
な
ど
行

間
へ
注
釈
を
付
記
し
た
。
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⑧　

汚
損
等
で
判
読
で
き
な
い
箇
所
、
闕
字
と
な
っ
て
い
る
箇
所
は
、
字
数
が
判
明
す
る

場
合
は
□
□
□
で
示
し
、
字
数
が
判
明
し
な
い
場
合
は

な
ど
を
も
っ
て

示
し
た
。

⑨　

編
者
が
加
え
た
注
は
〔　

〕
で
示
し
た
。

⑩　

適
宜
、
読
点
や
句
点
、
並
列
点
を
付
し
た
。

一
、
収
載
し
た
史
料
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

『
や
ま
の
上
』
…
紙
本
墨
書
・
袋
綴
じ
冊
子
装
（「
㋣
中
村
屋
製
」
の
印
刷
文
字
あ
り
）、

丁
数
一
八
九
、
縦
二
四
・
七
㎝　

横
一
六
・
二
㎝　

厚
一
・
三
㎝

翻
刻

三〔
欄
外
〕月

三
月
一
日　

曇　

雨
模
様

伊
藤
正
之
助
、
鑑
定
物
、
発
送
。
石
倉
翠
葉
氏
よ
り
ブ
ド
ウ
酒
二
本
着
。
大
森
、
東
京
美

術
日
報
社
よ
り
、
書
留
の
封
書
、
来
る
。
百
六
十
円
を
振
替
で
送
る
か
ら
、
尺
五
、一
枚
、

描
い
て
ほ
し
い
云
っ
て
ゐ
る
。

二〔
欄
外
〕日分

観
山
会
、
井
上
辰
九
郎
氏
、
尺
八
、［
○
］「
勇
駒
」、
中
山
隣
之
助
氏
の
招
。

三
日　

曇
天

絵
絹
十
二
三
枚
、
張
る
。
三
越
、
清
水
氏
、
来
。
屏
風
の
催
足マ
マ

な
り
。

四
日

島
田
友
春
氏
、
来
。
尺
八
、［
○
］「
東
坡
先
生
」････

竹
林
高
士
の
如
き
図
、
渡
す
。

東
京
美
術
日
報
社
よ
り
百
六
十
円
の
書
留
、
来
る
。
早
速
、
返
送
す
。
東
京
本
所
大
平
町

二
ノ
一
五
、
新
井
半
之
助
、
春
草
筆
、
色
紙
「
松
上
の
鶴
」、
鑑
定
に
と
送
り
来
る
。
偽

筆
な
り
。
早
速
、
返
送
す
。
高
嶋
屋
美
術
部
、
殿
塚
、
小
品
物
、
催
足マ
マ

に
来
る
。
神
田
の

木
村
博
士
宅
へ
電
話
を
通
ず
。

五
日　

慨マ
マ

ね
晴

大
阪
、
堀
氏
夫
人
、
来
訪
。
午
後
、
東
京
、
坪
井
氏
、
雛
の
幅
、
催
足マ
マ

に
来
る
。
菓
子
包
と

粗
品
と
し
て
、
五
百
円
包
み
来
る
。
此
前
の
三
百
円
と
合
し
て
八
百
円
な
り
。
日
本
橋
、
小

40 【資料紹介】下村観山画房日記『やまの上』（承前）



熊
慶
造
よ
り
書
留
の
封
書
に
て
、
一
昨
年
（
大
正
六
年
）
の
箱
書
の
催
足マ
マ

。

長
野
県
諏
訪
郡
平
野
木

　
　
　
　
　
　
　
　

笠
原　

清

よ
り
書
面
小
包
（
偽
筆
）
来
る
も
、
箱
書
や
ら
鑑
定
や
ら
も
わ
か
ら
ず
。

六
日

別
に
な
し
。
三
越
、
清
水
氏
、
来
。

七
日

小
林
源
太
郎
氏
、
来
。
川
嶌
鉄
之
助
、
桧
垣
同
伴
、
来
訪
。

八
日　

晴

寺
内
銀
二
郎
、
井
上
徳
三
、
丹
青
の
記
者
、
来
。
江
戸
風
俗
展
出
品
の
衣
裳
廿
八
点
、
選
ぶ
。

九
日　

晴

黒
須
氏
、
来
訪
。
光
起
筆
、
小
倉
山
表
装
、
出
来
。
塩
川
よ
り
も
二
三
点
、
出
来
。

十
日　

慨マ
マ

ね
晴

本
多
晋
氏
、
来
訪
。
寺
内
へ
電
話
を
通
ず
。
尺
五
双
幅
の
件
。

十
一
日　

曇
り

水
谷
慎
太
郎
、
扇
面
、
盆
踊
、
鑑
定
。
色
紙
な
ほ
し
。
箱
書
、
題
、
朝
。
会
津
、
㐂
田
方

倶
楽
部
、
岩
田
氏
、
来
。
四
月
下
旬
の
展
観
に
、
尺
五
、一
枚
の
由
。
其
［
タ
ツ
オ
カ　

三
、

三
］
節
、
印
譜
も
と
の
事
。
橋
本
秀
邦
氏
よ
り
、
全
快
祝
、
着
。
伊
豆
、
藤
原
伊
三
郎
、

箱
書
。
長
野
県
、
笠
原
清
、
鑑
定
物
、
返
送
。
帝
国
美
術
株
式
会
社
よ
り
、
二
尺
巾
絵
絹
、

届
く
。
寺
内
新
太
郎
、
来
。
尺
［
○
］
五
双
幅
、
林
和
靖
、
渡
す
。
夜
、
野
毛
、
倉
林
氏
、

石
原
様
、
同
道
来
訪
。
夜
に
入
り
、
雨
降
る
。

十
二
日　

曇
天

寺
内
よ
り
電
話
に
て
、
石
井
柳
助
氏
の
林
和
靖
（
昨
日
渡
せ
し
も
の
）、
鶴
の
方
へ
落
款

を
し
て
ほ
し
い
と
云
ふ
。

十
三
日　

曇
天

石
井
柳
助
氏
、
来
。
田
中
穂
積
、
来
訪
。
五
百
円
、
追
加
と
し
て
置
く
。
太
田
鐡
次
郎
氏
、
小

諸
、
小
山
重
右
衛
門
を
同
伴
。
尺
五
、
尺
八
等
依
頼
し
て
帰
る
。
山
田
中
氏
、
林
幸
蔵
様
、
来
。

十
四
日　

雨

川
上
邦
世
、
下
の
先
生
と
画
室
に
来
り
酒
を
出
せ
と
云
ふ
。
醉
つ
ぶ
れ
て
、
川
上
、
画
室

に
高
鼾
き
。
傍
若
無
人
。
五
時
頃
や
う
〳
〵
帰
る
、
迷
惑
甚
し
。

十
五
日　

雨

午
後
よ
り
、
先
生
、
東
京
行
き
、
伊
豫
紋
に
て
横
山
様
と
会
ふ
は
づ
。
黒
須
様
の
新
宅
祝

と
し
て
、［
○
］
尺
八
、
寿
老
、
一
枚
、
持
参
。
今
一
枚　
［
○
］
月
夜
の
竹
（
こ
れ
は
日

月
十
題
の
分
と
し
て
描
き
し
も
の
）、
持
参
。
橋
本
未
亡
人
へ
の
由
。

指〔
欄
外
〕物師

鑑
定
に
来
る
。
預
る
。
午
後
十
一
時
過
き
、
帰
宅
。
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十
六
日　

風

石
倉
翠
葉
、［
○
］
尺
八
、
布
袋
、
渡
す
。

十
七
日
、
曇
天

長
谷
栄
吉
、
来
。

十
八
日　

晴　

好
天
気

橋
本
永
邦
氏
来
訪
。
栗
林
茂
氏
、
元
白
木
屋
呉
服
店
美
術
部
の
人
、
来
。
清
水
石
仙
よ
り

朱
板
の

、
着
。

三
重
県
阿
藝
郡
上
野
村
、
秋
田
弥
吉
郎
、
箱
書
、
扇
面
な
ほ
し
、
楓
、
発
送
。
栗
林
氏
、

来
意
は
、
五
月
展
観
に
つ
き
依
頼
し
た
き
由
。
電
話
に
て
返
答
の
旨
、
返
事
す
。
井
上
徳

三
氏
、
来
。
横
物
ハ
一
に
御
願
ひ
し
た
し
と
云
ふ
。
廿
五
日
京
都
へ
立
つ
と
云
ふ
。
有
坂

房
之
助
、
箱
書
。
色
紙
直
し
、
墨
絵
立
樹
、
偽
筆
。
信
州
か
ら
東
京
へ
来
て
、
店
を
出
し

て
ゐ
る
男
、
過
日
、
春
草
の
半
切
を
、
下
谷
の
お
八
重
に
世
話
し
て
買
は
せ
し
時
の
売
主
、

紙
本
、
寒
山
拾
得
、
箱
書
に
持
参
。
先
生
は
二
枚
目
と
云
ふ
（
は
が
し
の
）。

十
九
日　

晴

石
倉
翠
葉
よ
り
、色
紙
送
り
来
る
も
、二
つ
折
に
な
り
て
配
達
さ
れ
し
た
め
、使
用
出
来
ず
。

小
港
、
市
川
へ
藤
を
貰
ひ
に
行
く
。
来
客
な
し
。
水
戸
、
渡
辺
氏
、
十
枚
全
部
、
出
来
上
る
。

廿
日　

晴

丸
方
堂
、
中
嶌
、
扇
面
地
、
三
枚
、
持
参
。
島
田
悦
山
、
南
紀
美
術
会
の
件
に
て
来
。
桐
生
、

斎
藤
元
四
郎
、
尺
八
、［
○
］
嵐
山
（
人
物
在
）
春
、
一
枚
、
発
送
。

水
戸
、
渡
辺
氏
、
依
頼
。［
○
］
十
枚
渡
す
。

　

湖
上
の
月　

三〃
〃

〃

〃

〃

尺
巾
小
切　

尺
八
横
物

　

峯
の
月　
　

三
尺
巾
小
切　
　

古
木
孤
猿

　

雨
後
の
月　

尺
八　
　

白　

二
羽
飛
ふ

　

朧
ろ
月　

尺
八　

竹

　

三
光　
　

尺
五
双
幅

　

竹
影　
　

尺
八　
　

東
坡
ら
し
き
人
物
在
。

　

日
の
出　

尺
八
、
雪
松

　

日
の
出　

海
の
松　

海
辺
の
老
松

　

磯
の
朝　

尺
八　
　
　

一
羽
飛
ふ

廿
一
日　

晴

来
客
、
別
に
な
し
。
琅
玕
洞
、［
○
］
小
品
、
氷
魚
、
届
く
。

廿
二
日　

曇
天

伊
東
源
四
郎
、
代
人
、
尺
五
巾
、［
○
］
孔
子
ノ
図
、
渡
す
。
井
上
徳
三
、
来
。
石
倉
翠

葉
よ
り
色
紙
、
着
。
杉
山
絵
具
店
よ
り
、
仮
巻
見
本
、
三
本
、
二
尺
一
、
尺
五
二
、
来
る
。

上
等
、
四
十
三
銭
と
云
ふ
。
松
岡
文
橘
、
来
。
此
三
十
日
に
亦
来
る
由
。

廿
三
日　

晴

井
上
徳
三
、
小
品
物
、［
○
］
星
祭
図
、
渡
す
。
斎
藤
元
四
郎
よ
り
、
電
報
に
て
正
に
受
取
っ

た
由
、申
来
る
。
尾
関
義
一
と
云
ふ
弁
護
士
、中
川
八
郎
の
件
に
て
来
訪
。
山
田
様
と
面
談
。

小
管
充
、
良
寛
、
六
曲
の
件
に
て
来
訪
。
尺
八
、三
枚
に
て
交
換
し
た
き
由
。
東
黒
門
町
、
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針
久
旅
館
、
滞
在
。
雅
邦
遺
墨
展
幹
事
、
横
田
準
之
助
、
来
。
二
十
五
日
に
持
参
す
る
旨
、

伝
へ
帰
す
。

廿
四
日　

雨
模
様

正
木
直
彦
氏
、
紹
介
に
て
、
大
蔵
雄
天
、
来
。
尺
五
へ
観
音
図
を
一
千
円
に
て
依
頼
し
度

き
由
。
日
限
十
月
頃
、四
五
日
中
、持
参
す
る
と
云
ふ
。
中
畑
米
次
郎
、来
。
寄
附
画
の
件
。

黒
須
へ
電
話
を
通
ず
。
雅
邦
展
観
の
件
。
三
の
谷
、村
田
氏
へ
、画
帖
と
［
○
］
小
奉
書
（
犬

ノ
図
）
持
参
な
す
。

廿
五
日　

雨

午
後
、
先
生
、
自
笑
軒
、
松
本
追
善
へ
出
席
。
奥
様
は
、
午
前
、
御
出
掛
け
。
帝
国
施
薬
院
、

伊
藤
頼
子
、
来
。
五
拾
円
の
金
包
を
持
参
し
て
、
何
な
り
と
も
小
品
を
揮
毫
し
て
呉
れ
と

云
ふ
。
不
在
故
、
断
る
。
東
京

音
吉
、
箱
書
に
来
。
預
る
。
昨
年
末
、
赤
尾

藤
吉
郎
に
描
き
し
住
吉
明
神
？
な
り
。
千
四
百
円
に
て
求
め
し
由
。
千
葉
県
印
旛
郡
、
押

尾
保
太
郎
と
云
ふ
男
、
先
生
の
筆
だ
と
云
ふ
て
、
大
幅
、
山
水
（
川
合
玉
堂
あ
た
り
の
）

を
鑑
定
に
持
参
、
偽
筆
で
あ
る
。
夕
刻
、
村
田
氏
、
昨
日
の
礼
に
来
る
。
奥
様
、
午
後
九

時
過
、
御
帰
り
。

廿
六
日　

曇
天

午
前
八
時
過
き
、
御
帰
宅
。
三
溪
園
、
村
田
様
、
来
訪
。
奉
書
、
犬
図
の
謝
御〃
礼
、
五
拾
円
、

持
参
。
高
築
よ
り
尺
八
、二
匹
、
着
。
北
上
氏
夫
人
、
令
息
、
来
。

廿
七
日　

晴

奥
様
等
東
京
行
き
。
松
山
清
水
、
新
潟
小
川
へ
箱
書
発
送
。
京
橋
、
川
嶋
鉄
之
助
、
二
尺

巾
の
件
に
て
電
話
を
通
す
。
江
戸
協
会
宛
、
出
品
衣
裳
廿
八
点
入
行
李
、
本
牧
、
金
沢
運

送
店
を
託
し
出
す
。
松
嶌
勝
之
助
、
来
。
鑑
定
「
雪
」、
得
應
の
為
め
に
描
か
れ
し
双
幅
、

旅
車
（
牛
の
）
雪
後
の
路
を
走
る
図
。
但
し
、
箱
書
共
、
偽
筆
。
川
嶋
鉄
之
助
、
二
五
巾
、

［
○
］
雨
の
嵐
山
渡
す
。
藤
棚
出
来
上
る
。

廿
八
日　

晴　

日
曜
日

奥
様
等
、
正
午
頃
御
帰
り
に
な
る
。
入
り
違
ひ
に
自
分
が
出
掛
け
る
。
雅
邦
遺
墨
展
覧
会

出
品
の
幅
十
点
、
龍
岡
町
、
橋
本
へ
届
く
。
美
術
院
へ
同
人
展
覧
会
出
品
［
○
］「
魚
憶カ

」、

鯉
の
図
、
二〃
〃

〃
五
巾
、
二
尺
三
寸
巾
、
届
く
。
午
後
九
時
、
帰
宅
。

廿
九
日　

雨

江
戸
協
会
へ
電
話
を
通
ず
。
東
京
会
、
田
中
来
訪
。
江
戸
協
会
よ
り
、
福
田
某
、
来
訪
。

出
品
衣
裳
、
受
取
ニ
来
る
。
横
浜
駅
前
、
㋓
運
送
店
よ
り
、
行
李
を
受
取
り
、
手
荷
物
と

し
て
出
す
。
東
京
、
堀
江
㐂
一
氏
、
来
。
粉
河
寺
縁
起
、
一
巻
、
頼
む
。
但
し
、
並
製
一
巻
、

三
十
五
円
也
。

卅
日　

雨

京
都
、
廣
瀬
都
巽
氏
、
依
頼
、
桐
菓
子
盆
虹
、
出
来
。
大
阪
、
奥
田
弥
生
氏
、
依
頼
画
帖
、

出
來
。
共
に
発
送
。
会
津
、
岩
田
圭
一
郎
、
依
頼
、
印
譜
帖
発
送
。
中
畑
米
次
郎
、
半
切
、

［
○
］
風
竹
、
渡
す
。
鉄
砲
場
、
遠
藤
医
師
、
岩
立
某
他
、
某
下
の
先
生
同
伴
、
高
築
誠

之
助
、
尺
八
、［
○
］
静
暮
―
―
釣
舟
在
り
、
読
書
し
て
浮
木
を
待
つ
、
山
に
暮
色
―
―
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を
渡
す
。

高〔
傍
線
欄
外
〕

築
誠
之
助
、
尺
八
二
枚
、
筆
料
未
納
。

齋
藤
隆
三
氏
宛
、
水
戸
、
渡
辺
氏
依
頼
、
日
月
十
題
の
題
字
、
送
く
る
。
松
岡
よ
り
速
達

に
て
明
後
、
卅
一
日
に
頂
戴
に
出
る
と
し
て
あ
り
。

卅
一
日　

矢
張　

煙
雨　

風
さ
へ
あ
り

松
岡
文
橘
、
色
紙
、［
○
］「
竹
、
冨
士
」、
渡
す
。
高
築
誠
之
助
、
尺
八
［
○
］、「
秋
の
装
」

（
錦
木
に
百
舌
ノ
図
）、
渡
す
。
井
上
の
親
爺
、
尺
八
、
目
白
に
紅
梅
、
渡
す
。

四〔
欄
外
〕月

四
月
一
日　

概
ね
晴

午
前
九
時
、
雅
邦
遺
墨
展
覧
会
へ
御
出
掛
け
。
書
畫
骨
董
雑
誌
社
主
、
井
汲
倉
蔵
、
大
蔵

雄
夫
、
来
訪
。
尺
五
、
白
衣
観
音
、
揮
毫
依
頼
の
件
、
千
円
で
御
願
い
し
た
し
と
云
ふ
。

信
州
、
小
山
重
右
門
氏
よ
り
味
噌
一
樽
、
桃
鑵
詰
一
函
、
着
。
午
後
四
時
前
。
御
帰
り
。

江
戸
協
会
よ
り
、
出
品
物
撮
影
の
件
に
て
来
る
。

四
月
二
日　

雨

午
前
三
時
、
美
術
院
よ
り
の
速
達
封
書
、
来
。
午
後
一
時
、
先
生
、
御
出
掛
け
。
三
時
、

会
合
の
由
。
浅
草
、
福
田
仁
助
の
代
人
と
し
て
、
六
十
四
、五
の
男
、
箱
書
に
来
る
も
、

不
在
の
為
め
明
日
を
約
し
預
る
。
図
は
河
骨
に
鶺
鴒
の
飛
へ
る
図
、
こ
れ
は
江
尻
、
山
梨

謙
蔵
の
為
め
に
描
き
し
図
、
日
記
を
調
べ
て
見
る
と
、
昨
年
の
十
一
月
二
十
七
日
に
鉄
道

便
に
て
箱
書
に
来
て
、
十
二
月
の
三
日
に
返
送
し
た
も
の
で
あ
る
。
箱
書
が
二
重
に
な
る

訳
け
で
あ
る
。

堀
江
氏
よ
り
粉
川
寺
縁
記
一
巻
、
着
。
小
山
重
右
門
へ
礼
収
書
、
書
畫
骨
董
雑
誌
の
井
汲

倉
蔵
へ
は
、
依
頼
画
、
謝
絶
の
旨
、
伝
ふ
。
昨
夜
、
先
生
が
石
原
様
へ
寄
っ
て
、
先
生
が

御
気
に
召
し
た
様
で
し
た
か
ら
と
て
、
白
高
麗
の
壺
と
他
に
何
に
か
一
つ
届
け
て
来
る
。

未
た
拝
見
は
せ
ず
。
終
日
、
煙
雨
止
ま
づ
。
来
客
、
殆
ん
ど
な
し
。
元
、
田
代
氏
蔵
な
る

良
寛
、
六
曲
一
双
、
着
。
午
後
十
二
時
、
御
帰
り
。
蛙
の
声
、
聞
ゆ
。

三
日
卒〃
〃

〃

〃

〃

然
と
し
て
雨

午
前
九
時
過
き
よ
り
、
幅
（
古
画
、
宋〃
画
元

、
老
子
出
関
の
大
幅
、
米
庵
小
像
等
）
六
七
点

東
京
へ
持
参
。
美
術
院
へ
届
く
。
不
在
中
、
小
原
梅
太
郎
、
画
帖
と
り
に
来
る
由
。
来
客
、

関
谷
弥
兵
衛
。
二
時
ま
で
待
て
ど
、
御
帰
り
に
な
ら
ず
。

四
日　

雨　

荒
る
前
の
如
く
生
温
か
し

六
時
、
眠
か
悟
め
し
時
、
電
報
が
来
る
。
昨
夜
、
先
生
が
帰
ら
れ
ぬ
旨
、
う
ち
し
も
の
な

る
も
、
今
朝
に
な
り
て
来
て
は
間
に
合
ぬ
。
花
を
買
ひ
に
行
く
。
小
田
原
の
桜
だ
と
云
ふ

を
買
ふ
。
神
戸
神マ
マ

聞
、
米
澤
某
、
来
。
五
月
中
旬
、
展
観
に
つ
き
、
本
月
一
っ
ぱ
い
に
依

頼
し
た
き
由
。
書
留
で
一
千
円
来
た
り
し
も
の
。
横
田
仁
助
の
使
、
箱
書
を
せ
ず
返
す
。

今
一
つ
の
箱
書
を
な
せ
る
。
蓋
を
持
っ
て
来
い
と
云
つ
て
や
る
。
午
後
九
時
半
頃
の
電
報

に
依
れ
ば
、二
三
日
旅
行
す
る
か
ら
と
知
ら
せ
て
来
る
。
八
王
子

よ
り
山
ツ
ゝ

ヂ
苗
木
、
拾
個
、
着
。
運
賃
、
七
円
、
支
払
ふ
。

五
日　

雨

根
岸
鉄
太
郎
、
来
。
先
生
よ
り
消
息
な
し
。
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六
日　

曇
り

消
息
な
し
。

七
日　

晴

美
術
院
よ
り
幅
（
老
子
出
関
等
）、
届
く
。
や
う
や
く
天
気
に
な
る
。
今
日
も
消
息
な
し
。

八
日　

慨マ
マ

ね
晴
。

江
戸
協
会
よ
り
、
出
品
衣
裳
二
十
八
点
、
持
参
。
大
津
町
、
鳥
居
塚
敏
之
輔
氏
、
来
。
此

の
人
、
山
形
己
之
次
郎
氏
を
知
っ
て
居
る
由
。
山
形
氏
、
以
前
に
通
称
方
屋
に
六
年
奉
公

い
た
せ
し
事
あ
る
由
。
黒
須
様
、
箱
書
置
き
て
帰
ら
る
。
京
橋
、
書
画
商
、
瀧
澤
の
使
、

松
に
日
出
の
図
、
鑑
定
に
来
る
。
偽
筆
な
り
。
証
を
出
す
。
三
越
、
清
水
氏
、
大
阪
支
店
、

原
槇
氏
、
同
伴
来
訪
。
午
後
八
時
過
ぎ
、
先
生
、
塩
原
よ
り
帰
宅
。

九
日　

晴

桜
大
分
開
く
。
南
米
岳
家
内
、
来
。
一
時
頃
ま
で
話
し
こ
む
。
岡
村
如
軒
、
来
。
先
生
の

筆
だ
と
云
ふ
無
落
款
の
聖
徳
太
子
図
、
鑑
定
に
持
参
。
偽
筆
な
り
。

（〔
傍
線
欄
外
〕

註
）
南
米
岳
ノ
山
路
ハ
後
日
光
筆
ト
判
明
ス
。

米
岳
家
内
の
置
き
半
切
は
、二
枚
共
、真
筆
、一
は
山
路
に
一
つ
は
鵜
［
う
］な

り
。
雅
邦
会
幹
事
、

横
田
準
之
助
出
品
の
幅
、
返
し
に
来
る
。
其
の
時
の
話
。
先
日
（
此
の
一
日
）
博
文
館
よ

り
来
て
、
記
念
の
扇
面
を
揮
毫
を
依
頼
し
度
し
と
頼
ま
れ
し
由
。
そ
れ
か
ら
、
昨
年
一
月
、

永
邦
氏
を
通
し
て
依
頼
せ
し
尺
八
の
件
を
話
す
。
中
外
美
術
？
の
横
山
時
彦
氏
、
荒
井
寛

方
氏
紹
介
に
て
来
り
、
五
百
円
に
て
依
頼
し
て
帰
る
。
寸
法
随
意
、
期
間
、
六
月
三
日
。

但
し
、
開
会
期
日
な
り
。
高
嶌
屋
美
術
部
、
高
橋
初
郎
氏
、
来
。
五
月
初
旬
の
展
観
の
件

な
り
、
絵
絹
、
預
る
。
猿
楽
町
、
松
本
よ
り
、
足
駄
一
足
小
包
に
て
来
る
も
、
家
の
で
は

な
い
。
何
処
の
と
間
違
ひ
と
思
ふ
。

十
日　

晴

午
前
、
寺
内
よ
り
箱
書
に
来
る
。
水
戸
、
渡
辺
氏
、
十
幅
の
分
、
預
り
置
く
。
午
後
、
散

歩
に
出
て
し
留
守
中
、
安
川
大
成
堂
主
人
来
り
、
依
頼
画
の
件
に
て
、
何
に
か
申
し
て
帰

り
し
由
。

十
一
日　

晴

寺
内
よ
り
箱
書
を
取
り
に
来
る
。
雅
邦
素
画
集
、
五
拾
円
に
て
買
は
せ
ら
る
。
台
所
の
先

き
と
応
接
間
の
窓
の
日
除
を
取
り
つ
け
る
、
三
十
七
円
也
。

十
二
日　

晴

粉
河
寺
縁
起
一
巻
、代
卅
六
円
、振
替
に
て
払
ふ
。
倉
島
恒
太
郎
、箱
書
に
来
る
。
尺
八
、「
冬

の
月
」、寒
月
梅
花
を
照
し
樹
下
に
鴛
鴦
の
眠
む
る
。
光
用
穆
（
東
京
毎
日
新
聞
記
者
）、来
。

十
三
日　

晴　

風
あ
り

花
満
開
。
黒
須
様
、
来
。
黒
川
淺
吉
家
内
、
箱
書
と
り
に
来
る
。
有
朋
堂
よ
り
文
庫

百
二
十
冊
着
。

北
海
道
釧
路
、
吉
田
爲
造
よ
り
書
留
に
て
、
三
拾
円
小
切
手
入
封
書
、
来
る
。

十
四
日　

曇
後
雨

来
客
な
し
。
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十
五
日　

晴
後
曇
り

島
田
友
春
氏
、
来
。
釧
路
、
吉
田
爲
造
よ
り
小
包
に
て

製
ら
し
き
、
来
る
。

南
米
岳
、
鑑
定
二
幅
、
石
原
氏
に
渡
す
。
山
路
（
老
子
）。

十
六
日　

曇
天

北
海
道
釧
路
、
吉
田
爲
造
、
小
切
手
三
拾
円
（
横
浜
第
三
銀
行
）
並
び
に
、
製
鮭
、
書
留

に
て
返
送
、
小
玉
素
行
氏
、
小
管
充
、
来
。
京
橋
、
坪
井
義
意
知
氏
、
来
。
尺
八
、［
○
］

桃
源
、
渡
す
。
小
管
氏
、
持
参
せ
し
沢
潟
の
図
は
、
先
日
、
浅
草
、
福
田
仁
助
の
箱
書
に

持
参
せ
し
図
と
、
同
一
の
も
の
に
し
て
、
静
岡
の
山
梨
氏
の
図
と
は
、
全
然
違
ふ
由
。
富

山
県
、
木
村
元
次
郎
よ
り
、
鑑
定
の
小
包
、
送
り
来
る
。
偽
筆
な
り
。

十
七
日　

晴

「
丹
青
」
の
使
、「
維
摩
尺
五
」
を
鑑
定
に
持
参
。
此
の
図
は
、
四
五
日
前
、
雑
司
ヶ
谷

五
〇
九
、
片
岡
長
輔
と
云
ふ
会
社
員
ら
し
き
男
が
、
持
参
せ
し
も
の
に
し
て
、
ひ
ど
い
偽

筆
な
り
。
使
の
者
の
話
に
よ
る
と
、
四
五
日
前
に
、
其
の
男
が
来
て
、
真
筆
だ
と
意
張
つ

て
売
り
つ
け
て
行
っ
て
も
の
で
、
直
接
描
い
て
貰
つ
た
様
な
事
ま
で
云
っ
た
とマ
マう

。
或
る

人
に
見
せ
た
と
こ
ろ
が
、
偽
筆
だ
と
云
っ
た
の
で
、
す
ぐ
電
報
で
返
信
す
る
旨
、
交
渉
中

な
の
だ
と
云
ふ
。
づ
る
い
奴
だ
と
、
し
き
り
に
憤
慨
し
て
ゐ
る
。
島
田
友
春
氏
よ
り
、
頼

山
陽
の
書
の
写
真
が
来
る
。
石
原
様
よ
り
来
［
た
］
る
箱
書
は
、
ど
ち
ら
も
□〃
紙
本
、
一

つ
は
「
案
山
子
」、
一
つ
は
丹
□
〔
霞
〕和

尚
。

補〔
欄
外
〕十六

日
分
（
京
都
柊
屋
よ
り
筍
、
着
。
山
田
艸カ

芸
堂
主
人
、
番
頭
と
来
訪
。
江
戸
協
会

出
品
衣
裳
、
撮
映
の
件
）。
小
管
充
氏
、
箱
蓋
、
富
山
県
、
木
村
元
次
郎
、
鑑
定
、
発
送
。

十
八
日　

日
曜
日　

曇
り
後
晴

美
術
院
へ
電
報
を
う
つ
。
今
日
の
相
談
会
に
欠
席
の
旨
。（
天
台
宗
）
滋
賀
県
、
比
叡
山

延
暦
寺
内
、
御
遠
恩
事
務
所
よ
り
、
金
三
百
円
、
替〃
為
替
に
て
来
る
。
天
台
登
山
ノ
図
、

揮
毫
料
と
し
て
な
り
。

十
九
日　

晴

東
京
、
伊
藤
正
之
助
、
来
。
尺
八
、
雪
の
図
、
真
偽
の
件
。
松
島
藤
之
助
、
持
参
せ
し
時
、

偽
筆
。
二
月
中
、
本
人
の
持
参
せ
し
時
は
真
筆
。
元
、
得
應
軒
の
為
め
に
描
か
れ
し
双
幅

の
一
方
の
由
。
伊
勢
崎
町
、
斯
波
紙
店
よ
り
席
画
ら
し
き
富
士
、
鑑
定
に
来
る
。
夜
、
南

米
岳
の
絵
、
二
尺
巾
、［
○
］
醉
李
白
、
石
原
様
ま
で
届
く
。
林
代
蔵
よ
り
、
ツ
ム
ギ
と

か
小
包
に
て
来
る
。

廿
日　

晴

伊
藤
正
之
助
、
昨
日
の
雪
の
幅
、
渡
す
。
東
京
会
、
田
中
良
助
、
来
。
千
葉
、
島
田
友
春

氏
よ
り
卵
、
贈
ら
る
。

廿
一
日　

晴

安
川
大
成
堂
使
、
催
足マ
マ

に
来
る
。
福
島
県
信
夫
郡
鎌
田
村
、
八
幡
敬
老
会
事
務
所
と
し
て
、

巻
き
筒
一
個
と
封
書
（
初
刷
物
の
）
が
来
る
。
八
幡
敬
老
会
と
か
云
ふ
名
で
、
佐
久
間
某

と
云
ふ
百
歳
に
な
る
老
の
寿
の
祝
と
し
て
、
何
に
か
揮
毫
し
て
呉
れ
る
様
と
書
い
て
あ
る
。

夕
刻
、
武
山
氏
紹
介
に
て
、
京
都
、
中
村
大
観
、
来
。
日
本
大
観
と
云
ふ
も
の
を
出
版
す

る
に
就
い
て
、
小
品
を
依
頼
し
た
し
と
云
ふ
。
百
五
十
円
に
て
、
尺
八
、
小
品〃
〃物
切
を
依

頼
し
て
帰
る
。
図
は
厳
島
神
社
に
て
、
期
日
は
院
展
出
品
に
と
り
か
ゝ
る
以
前
に
と
の
事
。
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市
内
［
書
画
仲
買
］、
高
橋
某
、
尺
八
、
朝
陽
、
箱
書
す
。

廿
二
日　

晴

東
京
、
松
田
の
使
、
春
草
、
色
紙
「
竹
」、
鑑
定
に
持
参
、
偽
筆
な
り
。
夕
刻
、
雷
鳴
あ
り
。

廿
三
日　

晴

長
谷
栄
吉
、
来
。
林
和
靖
か
帰
去
来
と
の
事
。
外
ニ
来
客
な
し
。

廿
四
日　

晴

東
京
会
、
田
中
良
助
、
来
。
二
尺
巾
、［
○
］
懐
古
、
渡
す
。
小
石
川
、
奥
田
氏
、
来
。

廿
五
日　

曇

浦
山
幾
次
郎
と
か
云
へ
る
老
人
、
来
る
。
飯
田
町
、
佐〃
藤
伊

正
之
助
が
、
過
日
、
持
参
せ
し

雪
の
図
の
鑑
定
、
真
偽
の
件
に
て
来
り
し
な
り
。
浦
山
は
伊
藤
よ
り
買
う
け
、
御
徒
町
、

大
瀧
林
三
郎
と
云
へ
る
表
具
師
に
よ
り
、
表
装
横
と
な
り
、
中
央
美
術
株
式
会
社
へ
出
し
、

足
利
の
温
田
某
に
売
り
渡
せ
し
由
。
其
の
後
、
松
島
勝
之
助
の
手
に
入
り
、
再
び
鑑
定
に

来
れ
し
も
の
な
り
。
値
千
五
百
円
の
由
。
美
術
院
へ
電
話
に
て
、
此
度
の
旅
行
断
る
。
片

多
徳
郎
氏
、
来
。
二
尺
巾
を
依
頼
し
て
帰
る
。
但
し
、
絹
も
金
子
も
預
ら
ず
。
図
は
随
意

に
て
先
生

の
作
と
の
事
。

東 〔
傍
線
欄
外
〕

182.1018.

博
文
館
美
術
写
真
記
者
、一
氏
義
良
氏
、来
。
五
月
号
画
報
に
、古
代
衣
装
を
載
せ
度
き
故
、

撮
映
を
許
し
て
貰
ひ
度
し
と
の
事
。
五
月
廿
日
過
ぎ
を
約
し
帰
す
。
昨
日
も
芸
艸カ

堂
よ
り
、

電
話
に
て
撮
映
の
事
申
し
来
る
。
こ
れ
も
来
月
下
旬
と
約
す
。

廿
六
日　

雨

安
川
大
成
堂
へ
電
話
を
通
ず
。
安
川
の
使
、
二
度
、
来
る
。
乾
氏
よ
り
電
報
。
中
畑
米
次

郎
よ
り
林
檎
、
着
。

廿
七
日　

曇

浜
松
の
清
水
陸
秋
と
云
へ
る
者
よ
り
、
封
書
に
て
、
山
林
を
売
り
度
き
故
、
原
氏
へ
御
世

話
を
乞
ふ
。
謝
礼
を
一
割
五
分
す
る
と
云
ふ
。
失
礼
な
手
紙
な
り
。
鹿
児
嶌
、中
村
与
一
郎
、

封
書
に
て
、
二
拾
円
、
為
替
券
封
入
な
し
、
教
育
上
の
為
め
に
、
一
葉
揮
毫
を
願
ひ
度
し

と
申
し
来
る
。
早
速
、
書
留
に
て
返
送
す
。

乾
氏
、
友
人
同
伴
に
て
来
訪
。
色
紙
四
枚
渡
す
。
安
川
大
成
堂
、
来
る
。［
○
］
尺
八
、「
雨

後
洞
庭
」、
小
品
［
○
］「
富
士
」、
渡
。
五
百
円
持
参
な
す
。
領
収
書
渡
す
。
前
金
と
合

し
て
、
一
千
五
百
円
也
。
領
収
書
に
は
図
題
、
記
せ
ず
。
溝
口
禎
二マ
マ

郎
氏
、
来
。
町
田
清

治
よ
り
雅
邦
先
生
三
幅
対
、
着
。
中
畑
米
次
郎
、
礼
収
。
中
村
与
一
郎
、
為
替
、
返
送
。

清
水
陸
秋
、
謝
絶
状
、
出
す
。

廿
八
日　

晴

島
田
友
春
氏
、
来
。
黒
須
氏
、
来
。

廿
九
日　

晴

東
京
、
柿
沼
氏
、
来
。
小
品
「
富
士
に
日
出
」、
渡
す
。
信
州
小
諸
、
島
田
常
蔵
、
尺
八
、

寿
老
、
送
く
る
。
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卅
日　

晴

中
央
美
術
□〃
会
社
の
展
観
を
日
延
べ
す
る
由
、
申
来
る
。

五〔
欄
外
〕月

五
月
一
日　

雨

観
山
会
、
黒
須
宅
。
京
橋
、
高
嶌
屋
、
高
橋
氏
、
来
。
尺
八
、
懐
古
、
観
山
会
へ
御
持
に

な
る
。

二
日　

曇
り

町
田
清
治
、
雅
邦
筆
三
幅
対
、
鉄
道
便
に
て
発
送
。
江
島
、
わ
ん
や
、
来
。

三
日　

雨

町
田
清
治
、
来
。
催
足マ
マ

な
り
。

四
日　

雨

溝
口
禎
次
郎
氏
よ
り
宗
文
画
苑
二
冊
、
贈
ら
る
。

五
日　

雨

よ
く
降
る
雨
な
り
。
来
客
も
な
し
。

六
日　

雨

観
山
会
、
木
村
博
士
分
、
尺
八
三
幅
対
（
但
し
、
左
右
、
尺
八
、二
つ
切
れ
）、
白
菊
翁
、

黒
須
様
宅
ま
で
届
く
。

七
日　

曇
り　

雨

塩
川
表
具
師
よ
り
蕪
村
、
人
物
山
水
一
幅
、
崋
山
、
紙
本
墨
絵
、
サ
ク
ロ
の
幅
、
持
参
。

崋
山
の
方
は
真
筆
の
由
。
蕪
村
偽
筆
也
。
売
物
の
由
。
ザ
ク
ロ
、
七
百
円
と
云
ふ
。
三
越
、

清
水
氏
、
来
。
九
日
、
展
観
の
由
。

八
日
雨

来
客
な
し
。

九
日　

曇
り
雨

長
谷
栄
吉
、
来
。
尺
八
、
帰
去
来
、
半
切
二
枚
（
ボ
ケ
。
舟
に
乗
れ
る
僧
）、
渡
す
。
後
、

色
紙
四
枚
と
尺
八
納
涼
図
一
枚
と
雛
屏
風
な
り
。
正
木
直
彦
紹
介
に
て
、
北
浦
大
介
、
来
。

十
四
日
よ
り
廿
四
日
ま
で
、
聖
徳
太
子
記
念
展
観
日
に
就
き
、
二
尺
以
下
の
も
の
一
葉
、

出
品
を
願
ひ
た
し
と
の
事
。
仮
巻
五
十
本
、
代
七
百
五
十
銭
［
振
］
替
為〃
に
て
出
す
。
岩

立
義
太
郎
代
人
と
し
て
、
植
村
某
、
来
。
此
度
の
株
の
暴
落
で
、
少
し
く
勝
手
が
不
如
意

に
な
っ
た
か
ら
、
先
年
依
頼
せ
し
際
、
御
預
け
し
た
金
子
を
返
し
て
呉
れ
と
の
事
。
明
日

午
後
と
約
す
。

十
日　

雨

午
後
、
岩
立
の
代
人
と
し
て
植
村
某
、
来
。
預
り
の
一
千
円
、
渡
す
。

十
一
日　

晴

嶌
田
友
春
氏
、
来
。
三
の
谷
、
村
田
、
来
。
催
足マ
マ

。
奥
田
氏
、
来
る
。
紹
介
状
と
金
包
み
、

預
る
。
二
、三
日
中
、
御
返
事
伺
ひ
に
出
る
と
の
事
。
黒
須
様
よ
り
電
話
。
十
四
日
、
午
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後
五
時
、
芝
、
紅
葉
館
に
て
観
山
会
十
週
記
念
を
祝
す
べ
く
、
冥
を
開
く
由
。

大〃
〃阪

十
二
日　

曇
後
雨

大
阪
、
奥
田
弥
生
よ
り
、
味
噌
漬
樽
、
着
。
午
後
、
松
崎
佐
右
衛
門
、
南
次
五
郎
、
来
。

十
三
日　

雨
後
曇
り

観
山
会
の
為
、
先
生
、
日
本
橋
倶
楽
部
行
き
。
髙
田
令
夫
人
の
帯
「
竹
」、
御
持
参
に
な
る
。

三
溪
園
、
村
田
様
宅
、
画
帖
届
く
。
図
、
鵜
飼
。
夜
、
東
京
、
長
井
氏
よ
り
電
話
あ
り
。

十
四
日　

晴

正
午
よ
り
東
京
へ
御
出
掛
け
に
な
る
。
午
後
五
時
、紅
葉
館
の
会
。
石
倉
翠
葉
代
人
、来
る
。

画
帖
渡
す
。
先
生
等
の
御
帰
り
、
一
時
過
ぎ
。

十
五
日
、
曇
天

日
本
橋
倶
楽
部
、
観
山
会
へ
行
く
。
琅
玕
洞
に
て
、
長
野
草
風
氏
に
会
ふ
。
昨
日
長
崎
よ

り
帰
り
し
由
。
ト
ン
ボ
玉
の
半
切
の
話
し
、出
る
。
今
日
と
芸
艸
堂
よ
り
、小
包
に
て
、「
こ

ん
ぶ
」、
来
る
。

十
六
日　

曇
天

上
根
岸
町
、
髙
槗
逸
馬
、（
電
）
下
谷
一
五
一
番
、
葉
書
に
て
、
長
崎
、
澤
山
氏
の
分
、

催
足マ
マ

。
八
王
子
市
寺
町
一
、
堀
江
伊
楚
よ
り
わ
ら
び
、
至
来
。
礼
状
出
す
。

長
崎
市
油
屋
町
十
二
番
地
、
矢
野
方

　
　
　
　
　
　

髙
比
良
雄
之
充

ウ
ニ
の
礼
状
出
す
。

兵
庫
県
灘
御
影
町
、
本
嘉
納
商
店
へ
、
四
斗
入
一
樽
、
註
文
す
。
蒲
田
、
尾
世
川
古
次
郎
、

来
。
広
業
の
幅
と
双
幅
の
催
足マ
マ

な
り
。

十
七
日　

晴

来
客
も
な
し
。

十
八
日　

慨マ
マ

ね
晴

宮
川
大
壽
へ
書
留
に
て
封
書
、
出
す
。
延
引
の
謝
罪
の
事
な
り
。
静
岡
由
比
町
、
豊
嶋
俊

文
氏
よ
り
夏
蜜
柑
至
来
。
夕
刻
、
小
柳
町
、
大
久
保
權
蔵
氏
、
初
め
て
来
訪
。
此
廿
五
日
、

結
婚
披
露
の
由
。
此
の
四
五
日
来
、
筆
を
執
ら
ざ
り
し
も
、
今
日
初
め
て
、
尺
八
、
舟
子

の
図
、
御
描
き
に
な
る
。

十
九
日　

晴

和
歌
山
県
内
務
部
長
、
竹
井
と
云
ふ
人
、
電
話
に
て
面
会
を
申
込
む
。
午
後
、
代
人
、
和

歌
山
ネ
ル
二
反
、
進
呈
と
し
て
持
参
な
し
、
面
会
を
申
込
む
。
島
田
友
春
氏
、
来
。
絵
画

清
談
の
山
浦
、
来
。
又
、
〆
二
枚
の
催
足マ
マ

。

廿
日　

晴　
　
　
　
　

六
人

来
客
な
し
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廿
一
日　

晴　
　
　
　

五
人

大〔
傍
線
欄
外
〕

正
十
年
四
月
二
十
一
日
出
来
。

午
後
、
竹
井
貞
太
郎
氏
、
来
。
三
尺
巾
、
依
頼
し
て
帰
る
。
内
金
と
し
て
五
百
円
置
く
。

菊
正
宗
の
出
荷
案
内
、
来
る
。
代
金
七
拾
八
円
五
拾
銭
也
。

廿
二
日　

晴

真〃
間
角
の
御
寺
か
ら
、
竹
二
本
呉
れ
る
。
午
後
よ
り
、
先
生
、
房
州
勝
浦
在
へ
御
出
掛
け
。

千
葉
に
て
、
博
物
館
溝
口
氏
と
同
伴
の
由
。
竹
井
貞
太
郎
氏
使
、
来
る
。
廿
三
日
、
帰
紀

い
た
す
故
、
一
日
盆
を
共
に
し
た
い
と
の
口
上
。

五〔
欄
外
〕人。

廿
三
日　

晴

井
上
徳
三
、
来
。
枠
張
一
個
と

台
預
る
。
枠
の
図
は
一
月
に
て
横
と
の
事
。

午
後
十
時
、
ア
ス
バ
ン
カ
ヘ
ル
と
の
電
報
あ
り
。
キ
ヨ
ミ
局
と
し
て
あ
り
。

廿
四
日　

曇
後
雨

川
村
東
陽
、箱
書
（
半
切
）
を
置
い
て
帰
る
。
浜
中
移
山
氏
、半
切
の
催
足マ
マ

。
志
成
学
校
は
、

毎
週
月
曜
日
、
午
前
中
の
由
。
箱
根
、
妹
尾
春
太
郎
氏
、
来
。
林
嘉
納
商
店
、
金
七
拾
八

円
五
拾
銭
、
振
替
に
て
払
ひ
込
む
。
夜
十
二
時
過
ぎ
る
ま
て
、
先
生
を
待
つ
。
遂
に
御
帰

り
な
し
。

廿
五
日　

晴

午
後
二
時
、
寺
内
の
使
い
、
手
紙
持
参
。
先
生
の
着
物
、
美
術
院
ま
で
持
参
せ
よ
と
の
事
。

三
時
、
奥
様
、
御
出
掛
け
に
な
る
。
井
上
、
来
。
菊
正
宗
大
樽
着
。
午
後
十
二
時
頃
、
御

帰
り
。
大
分
□〃
酩
酊
の
様
子
。

廿
六
日　

晴

午
前
九
時
頃
、
法
隆
寺
管
主
佐
伯
氏
、
来
訪
。
先
生
、
下
の
先
生
と
御
三
人
に
て
三
溪
園

へ
御
出
掛
け
に
な
る
。
正
午
頃
、
下
の
下
村
に
帰
ら
る
。

進
に
て

差
上
ぐ
。
髙
嶌
や
髙
槗
初
郎
氏
、
来
り
し
由
。
島
田
友
春
氏
、
来
。
下
の
家
へ
案
内
す
。

下
の
家
に
て
、
佐
伯
氏
等
に
会
ふ
。
佐
伯
氏
の
来
意
は
、
来
年
四
月
に
挙
ふ
太
子
の
紀
念

祭
に
使
用
す
る
面
を
二
面
を
、
依
頼
す
る
た
め
に
こ
ら
れ
た
由
。
午
後
八
時
頃
、
島
田
氏

と
御
帰
り
に
な
る
。

廿
七
日　

晴

石
川
安
助
使
、雅
邦
先
生
、秋
景
山
水
箱
書
に
持
参
。
秀
邦
等
の
箱
書
あ
る
も
、偽
筆
の
由
。

返
し
や
る
。
寺
内
の
甥
と
云
ふ
定
次
郎
、
来
。
田
舎
よ
り
持
参
せ
し
と
云
ふ
な
め
も
の
持

ち
来
る
。
来
意
を
つ
げ
ず
帰
る
。
荒
井
寛
方
氏
友
人
横
山
氏
、
催
足マ
マ

に
来
る
。
来
月
三
日
、

開
会
の
由
。
乾
南
陽
氏
、
貫
名
松
翁
の
幅
、
持
参
。
二
、三
日
、
預
る
と
云
ふ
て
止
め
置
く
。

廿
八
日　

晴
後
雨

菱
田
春
男
氏
、
来
。
崋
山
下
図
、
返
し
に
来
る
し〃
も
の
。
藤
田
青
花
氏
、
厨
子
の
製
図
、

持
参
。
先
生
、
横
浜
美
術
展
へ
行
く
。
会
場
に
て
、
海
老
名
文
雄
氏
に
挨
拶
さ
れ
る
。
島

田
氏
よ
り
葉
書
に
て
、
明
日
雨
天
な
れ
ば
、
老
人
の
事
故
、
中
止
す
と
の
由
。
夜
に
入
り
、

雨
落
つ
。
英
時
様
、
小
柳
町
、
大
久
保
へ
見
舞
に
出
る
。
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四〔
欄
外
〕人

廿
九
日　

曇
天

午
前
十
時
半
頃
、
千
葉
、
島
田
友
春
氏
親
子
、
尾
川
氏
、
来
訪
。
先
日
、
先
生
か
千
葉
に

て
買
求
め
し
壷
等
、持
ち
来
る
。
食〃
昼
食
後
、三
溪
園
へ
案
内
す
。
尺
八
［
○
］
布
袋
一
枚
、

渡
す
。
但
、
石
倉
翠
葉
ニ
渡
セ
シ
モ
ノ
ト
同
一
。
大
塚
源
太
郎
、
他
一
名
、
同
伴
来
訪
（
尺

八
十
枚
の
件
）。
大
塚
の
分
、
尺
八
［
○
］
船
子
、
渡
す
。
井
上
徳
三
、
来
。
先
日
預
り

し
経
函
、
返
す
。
藤
田
青
花
氏
、
太
子
厨
子
の
件
に
て
来
訪
。
中
根
が
二
拾
円
拝
借
い
た

し
度
と
申
出
る
。
二
拾
貸
し
与
ふ
。
灘
、
御
影
、
林
嘉
納
商
会
よ
り
振
替
の
受
取
の
葉
書

来
る
。
夜
、
奥
さ
ん
、
女
中
等
、
外
出
す
。

五〔
欄
外
〕人

卅
日　

晴

来
客
も
な
し
。
午
後
、
神
奈
川
、
前
田
青
邨
氏
よ
り
電
話
に
て
、
面
会
を
乞
ふ
も
病
気
す

と
て
謝
る
。

五〔
欄
外
〕人

卅
一
日　

晴

来
客
な
し
。

六〔
欄
外
〕月

六
月
一
日

木
村
博
士
へ
電
話
を
掛
く
。
現
代
之
美
術
社
横
山
臥
憲
氏
、
封
書
、
出
す
。
断
り
状
、
三

日
の
展
観
の
事
に
就
い
て
。

五〔
欄
外
〕人

二
日　

晴

酔
十
日
、殆
ん
ど
筆
執
ら
ず
、今
日
に
及
ぶ
。
昨
日
ハ
手
紙
に
て
、現
代
之
美
術
社
を
断
る
。

浅
草
、
竹
内
常
吉
氏
、
来
。
児
玉
素
行
氏
、
来
。

三
日　

曇
後
雨

雅
邦
先
生
未
亡
人
、御
子
息
御
同
伴
に
て
御
出
に
な
る
。鎌
倉
へ
参
ら
る
途
中
の
由
。午
後
、

自
動
車
に
て
、
横
浜
駅
ま
で
先
生
と
送
る
。

四
日　

雨　

午
後
一
時
止
む

奥
様
、
東
京
御
出
掛
け
、
午
後
五
時
前
、
章
君
と
帰
宅
。
午
前
、
中〃
〃

〃

央
美
現
代
美
術
社
横

山
氏
代
理
、見
舞
、持
参
。
法
隆
寺
佐
伯
氏
よ
り
、面
「
コ
ン
カ
キ
」
の
写
真
と
封
書
一
通
、

来
る
。
下
の
家
へ
届
く
。
井
上
徳
三
よ
り
、
紀
念
帖
一
部
、
送
ら
る
。

来
信
、
松
嶌
勝
之
助
（
京
都
よ
り
尺
五
の
催
足マ
マ

）

　
　
　

中
嶌
元
芳
（
扇
面
の
件
）

五
日　

雨

梅
雨
に
は
未
だ
早
し
。
島
田
友
春
氏
、
来
。
玄
関
に
て
帰
ら
る
。
松
澤
□
観
氏
、
来
。
雨

降
り
な
れ
ど
、
土
方
、
男
三
人
女
一
人
、
朝
の
う
ち
見
ゆ
。
午
前
中
な
ら
ん
。
青
森
、
宮

越
正
治
氏
よ
り
氷
餅
？
、
贈
ら
る
。

六〃
日
七

　

晴

京
都
、
中
村
大
観
氏
よ
り
、
六
波
羅
豆
、
送
ら
る
。
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六
日　

日
曜
日　

晴　

別
し
て
な
し

七〃
日
八

　

晴

根
岸
鉄
太
郎
使
、
来
る
。
箱
書
、
預
る
。
尺
八
「
春
」
と
、
小
品
「
紅
葉
に
紅
た
け
」、

ホ
ト
ゝ
ギ
ス
社
へ
寄
附
せ
し
も
の
。
博
物
館
溝
口
氏
へ
、
電
話
（
急
報
）
に
て
、
明
日
の

鎌
倉
行
き
の
事
を
相
談
す
。
明
午
前
十
時
頃
に
横
浜
駅
に
て
出
合
ふ
様
約
す
。

九
日　

晴

先
生
を
横
浜
駅
ま
で
送
る
。
駅
に
て
溝
口
氏
に
合
ふ
。
三
十
分
の
時
間
の
間
、
川
村
に
て

休
む
。
午
前
十
時
三
十
分
の
に
て
発
。
鎌
倉
ハ
築
ニ
男
舞
。
午
後
八
時
頃
、
御
帰
宅
。

十
日　

晴

越
後
西
蒲
原
郡
巻
町
、
高
嶌
徳
三
郎
よ
り
、
良
寛
和
尚
筆〃
の
書
の
小
品
が
一
幅
、
来
た
る
。

案
内
状
、
未
だ
来
ら
ず
。
理
由
不
明
。
越
後
中
魚
沼
郡
上
郷
、
中
島
英
二
宛
、
小
包
出
す
。

尺
五
「
廓
の
夜
」（
影
画
）、
初
音
町
時
代
の
作
、
鑑
定
ら
し
。
故
フ
エ
ノ
ロ
サ
氏
記
念
会

発
起
人
の
賛
成
承
諾
の
件
に
て
封
書
、
来
る
。
承
諾
の
旨
、
返
事
、
出
す
。

十
一
日　

曇

今
日
よ
り
入
梅
な
り
。

高
島
屋
美
術
部
殿
塚
、
催
足マ
マ

に
来
る
。
十
五
の
頃
、
大
阪
に
旅
し
て
同〃
展
観
の
由
。
浜
町
、

長
谷
栄
吉
使
、箱
書
、置
い
て
歸
る
。「
尺
八
」
夏
の
富
士
（
但
箱
書
ハ
書
直
ス
ベ
キ
モ
ノ
）。

十
二
日　

曇

新
潟
西
蒲
原
郡
巻
町

　
　
　
　
　
　

高
島
徳
三
郎

宛
、
良
寛
の
書
、
小
包
（
書
留
に
て
）
発
送
。

十
三
日　

曇
天
な
れ
ど
雨
な
し
。

長
谷
栄
吉
使
、
箱
書
、
渡
す
。「
夏
の
富
士
」。

補
十
二
日
分

松
田
亀
七
使
、
来
。
三
、四
年
前
の
預
り
品
、
扇
面
と
色
紙
の
受
取
り
に
来
る
。
大
分
古

き
話
し
。
亀
七
自
身
が
持
参
せ
し
と
の
事
。

十
四
日　

曇
天

髙
槗
幾
造
、
来
訪
。
伊
勢
桑
名
の
富
豪
が
、
別
荘
へ
先
生
を
召
じ
て
、
絵
を
御
願
ひ
い
た

し
度
い
が
、
如
何
と
云
っ
て
居
る
。
何
れ
全
快
の
上
と
く
と
考
へ
て
御
回
答
す
る
旨
、

返〃
〃事
挨
拶
す
。

曙
町
一
六
番
地　
　
　
　
　
　

髙
槗
幾
造

十
五
日　

曇

中
嶌
丸
万
堂
の
手
紙
、
持
参
な
せ
し
廿
四
、五
の
女
に
、
扇
面
二
枚
、
張
果
老
（
金
地
）、

鵜
飼
（

地
〔
絹
〕

）、
渡
す
。

下
谷
区
上
埜
町
一
丁
目
十
八
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
澤
、
元
（
八
観
）
成
淵
。
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箱
書
、
催
足マ
マ

に
来
る
。
今
月
末
に
入
用
の
由
。
図
ハ
墨
絵
小
品
に
し
て
、「
旅
の
夕
」
ト

ロ
に
乗
る
人
二
、三
人
在
。

十
六
日　

曇
後
雨

十
七
日　

晴

大
観
氏
よ
り
電
話
、
近
日
、
来
浜
と
の
事
（
但
し
、
十
六
日
朝
の
分

［
欄
外
下
］
山〔

傍
線
欄
外
〕

口
氏
、
箱
書
預
り
ハ
、
小
品
色
紙
の
幅
□〃
、「
三
保
の
富
士
」

十
八
日　

晴

黒
須
様
、
来
訪
。
髙
田
の
小
管
充
氏
、
来
。
東
京
、
山
口
（
書
画
屋
）、
来
。
雅
邦
紙
へ

水
墨
に
て
山
路
を
描
き
し
図
。
澤
達
の
持
参
せ
し
時
、
箱
書
を
な
し
、
長
谷
よ
り
鑑
定
に

来
り
し
時
、
絖
筆
の
疑
あ
り
。
偽
筆
と
云
ひ
渡
せ
し
を
、
今
日
、
此
の
山
口
某
が
再
鑑
定

に
持
参
す
。
面
□〃
□
故
、
真
筆
と
返
事
す
。

寺
内
よ
り
明
治
神
宮
屏
風
、
荷
車
に
て
来
る
。

十
九
日　

雨

柿
沼
氏
、
坪
井
、
木
下
藤
次
郎
（
浜
町
の
人
）、
来
訪
、
箱
書
に
来
る
。
柿
沼
氏
の
小
品
「
冨

士
」、
坪
井
氏
の
「
桃
源
」
は
、
共
に
蓋
の
み
預
る
。
木
下
氏
、
尺
八
「
牡
丹
」、
初
音
町

時
代
の
作
。
小
品
、
博
雅
三
位
ハ
、
幅
と
も
預
る
。

竹
内
常
吉
、
来
。
預
り
金
、
五
百
円
渡
す
。

大
阪
市
東
区
南〔
南
久
寶
寺
町
カ
〕

久
寶
町

　
　
　
　
　
　
　

吉
崎
常
七

よ
り
小
包
、
来
る
。

廿
日　

日
曜
日　

曇
天

比
叡
山
の
僧
、
天
台
登
山
揮
毫
の
事
に
て
来
訪
。
大
塚
源
太
郎
、
来
。

廿
一
日　

曇
天

事
故
、
別
し
て
な
し
。

廿
二
日　

曇
天

井
上
徳
三
、
来
。
松
嶌
勝
之
助
、
大
塚
の
使
に
て
来
。
二
月
二
十
二
日
、
尺
八
、十
枚
の

約
に
て
、
内
金
と
し
て
、
一
万
円
預
け
し
を
、
返
済
願
ひ
度
い
と
云
ふ
。
主
人
ハ
旅
行
中

で
不
在
故
、
旅
行
先
き
へ
紹
介
し
て
、
近
日
中
、
回
答
す
る
旨
、
申
し
渡
す
。

小
樽
市
花
園
町
東
二
丁
目
十
一
番
地

　
　
　
　
　
　
　

吉
田
栄
氏

宛
、
封
書
に
て
大
塚
に
渡
し
て
も
宜
し
き
や
否
や
、
返
答
を
求
む
。
大
塚
の
金
主
な
り
。

廿
三
日　

曇
天

関
谷
小
次
郎
の
親
、
来
。
先
日
の
御
礼
に
来
た
と
云
ふ
。

廿
四
日　

曇
天

福
松
葉
お
八
重
、
引
退
の
赤
飯
、
持
参
（
使
を
以
て
）。
大
塚
源
太
郎
氏
よ
り
電
話
。
例

の
揮
毫
解
約
の
件
な
り
。
三
越
、
清
水
氏
、
来
。

27【資料紹介】下村観山画房日記『やまの上』（承前）



廿
五
日　

晴

倉
林
外
七
氏
の
弟
と
云
へ
る
人
、
代
理
に
て
来
る
。
こ
れ
も
揮
毫
解
約
の
事
な
り
。
の
し

を
付
け
て
差
出
せ
し
鍋
島
の
皿
五
枚
も
返
せ
と
云
ふ
。
実
は
金
子
の
み
返
却
な
し
。
此
の

皿
に
て
描
い
て
ほ
し
い
と
云
ふ
。
失
敬
な
奴
で
あ
る
。
商
人
根
□
〔
性
カ
〕で

あ
る
。
此
の
皿
を
破

損
す
る
か
、
人
に
贈
物
に
で
も
せ
し
後
な
れ
ば
、
如
何
。
人
間
の
軽
薄
な
浅
ま
し
い
姿
が

見
え
る
。
日
暮
、
杉
山

湖
氏
、
来
。
岩
立
義
太
郎
の
揮
毫
解
約
は
、
少
し
も
存
ぜ
ざ
り

し
と
て
、
謝
罪
に
来
る
。
但
し
、
其
の
節
、
依
頼
せ
し
分
は
何
分
願
ひ
た
し
と
の
事
。
神

戸
新
聞
記
者
米
津
獨
坐
氏
、
来
。
午
前
、
大
塚
源
太
郎
よ
り
電
話
。
午
後
、
大
塚
、
来
訪
。

一
万
円
の
件
也
。
國
華
社
影
山
氏
、
来
訪
。
寸
法
随
意
。

新
潟
県
北
蒲
原
郡
濁
川
村

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
賢
之
助

六
月
二
十
六
日

右
の
之
者
よ
り
小
包
一
個
、
書
留
封
書
一
通
、
来
。
椀
の
蓋
に
て
落
款
を
入
れ
て
呉
れ
と

の
事
。
墨
料
と
し
て
、
二
拾
円
為
替
券
一
枚
封
入
な
し
あ
り
。
早
速
に
返
送
す
。
山
田
福

太
郎
氏
夫
人
、
来
。
大
塚
よ
り
封
書
来
る
。
午
後
、
石
原
氏
宅
に
て
、
倉
橋
氏
へ
、

二
千
五
百
円
渡
す
。

廿
七
日　

曇
後
雨

留
守
中
、
石
原
氏
同
伴
、
山
梨
氏
、
来
訪
。
扇
子
の
催
足マ
マ

の
由
。
大
塚
を
書
留
に
て
吉
田

の
委
任
状
来
る
。

廿
八
日　

降
ら
ざ
れ
と
風
強
く
吹
き
荒
れ
る
。

横
山
大
観
氏
、
名
取
氏
、
来
訪
。
名
取
氏
、
午
前
中
、
帰
る
。
大
観
氏
同
伴
に
て
、
先
生
、

千
登
世
へ
御
出
掛
に
な
る
。
大
塚
よ
り
電
話
。
吉
田
栄
の
一
件
。
奥
田
氏
、
来
（
髙
田
様

紹
介
の
人
）。

廿
九
日　

曇
天

黒
須
様
、
来
訪
。
山
形
市
新
築
町
滞
在
の
石
川
丹
麗
女
史
よ
り
、
桜
桃
、
来
る
。
信
州
須

坂
町
髙
槗
葛
之
助
よ
り
、
春
草
、
蘆
芦
の
幅
、
来
る
。
鑑
定
な
ら
ん
。
乾
南
陽
氏
、
来
。

探
幽
の
鷺
と
蓮
図
幅
。
守
景
、
雷
。
安
信
様
、
美
信
踊
の
図
（
一
蝶
風
の
も
の
）、
持
参
。

以
前
、
預
り
し
守
景
の
幅
、
持
ち
帰
る
。

卅
日　

晴

大
塚
源
太
郎
、
来
。
一
万
円
現
金
に
て
渡
す
。
郡
山
、
川
口
誠
三
郎
よ
り
、
桜
桃
、
沢
山

来
る
。

〔
一
一
二
丁
の
裏
か
ら
一
一
七
丁
の
表
ま
で
記
事
な
し
〕

　
　
　
　
　
　
　
　

目
録

打
掛

一
、
地
黄
綾
子　

加
賀
友
禅
模
様　

貝
桶　

紅
裏

一
、
地
白
綾
子　

繍
模
様
又
ハ
鹿
子　

貝
桶　

紅
裏

一
、
地
紅
綾
子　

繍
模
様　

祇
園
守
つ
な
ぎ　

紅
々

一
、
地
紅
綾
子　

繍
模
様　

橘
ニ
折
鶴　
　
　

紅
裏
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振
袖

一
、
地
白
綾
子　

繍
模
様
梅
鹿
の
子
麻
の
葉

一
、
地
淡
藍
綾
子　

總
鹿
の
子　

模
様
な
し

詰
袖

一
、
地
淡
藍
綾
子　

繍
又
ハ
加
賀
友
禅　

扇
面
散
し

一
、
地
白
綾
子　

繍
又
ハ
摺
箔
模
様
梅
ニ
菊　

紫
裏

一
、
地
白
繻
子　

繍
鹿
の
子
模
様　

桔
梗
唐
草

一
、
地
黒
綾
子　

總
繍
模
様　

菊
松
竹
梅

一
、
地
白
繻
子　

伊
達
模
様　

繍
鳳
凰
鹿
の
子
紅
退
色

一
、
地
淡
藍
綾　

孔
雀
尾
綴
付
ケ
繍
模
様
組
袋

一
、
地
淡
藍
繻
子　

繍
模
様
源
氏
貝
散
し

一
、
地　

　々

　々
　
　

　々

鳥
兜

一
、
地　

藍
縞
繻
子　
　
　
　

単
衣

一
、
地　

壁
著
羅
紫　
　
　

襟
模
様
雪
輪
に
こ
ぼ
れ
梅

一
、
浮
織
金
絲　

模
様　

七
宝
繋

一
、
寛
永
年
度
在
家
婚
礼
衣
裳

地
真
岡
木
綿　

模
様
松
竹
梅

夏
物

一
、
地
白
麻　

模
様　

梅
ニ
牡
丹　

裏
つ
き

一
、
越
後
上
布　

葦
ニ
蛍
、
白
裏
つ
き

一
、
地
紫
絹
縮　

葦
ニ
雪
、
白
裏
つ
き

帯　

三
点

一
、
地　

萌
黄　

繻
子　

繍
模
様　

孔
雀
ニ
牡
丹

一
、
地
白　

仝〃　

　々
　

　々
　
　

宝
尽
し

一
、
地
萌
黄
繻
子　
　
　

　々
　
　

桐
ニ
鳳
凰

一
、
鹿
革　

奴
羽
織

女
物
火
事
装
飾
一
組

一
、
白
羅
紗
、
葵
紋
着〃
付

金
絲
浪
模
様
な
り

一
、十
一
代
将
軍
家
斉
公
五
才
衫
服
裃

以
上
は
江
戸
協
会
へ
出
品
せ
し
も
の
な
り
。

〔
一
八
九
丁
の
裏
、
記
事
な
し
〕

〔
裏
表
紙
、
記
事
な
し
〕
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日
記
種
別

西
暦

和
暦

月

日

記　
　
　
　
　
　

事

や
ま
の
上

一
九
二
〇

大
正
九
年

三

一

大
森
、
東
京
美
術
日
報
社
よ
り
、
書
留
の
封
書
、
来
る
。

百
六
十
円
を
振
替
で
送
る
か
ら
、
尺
五
壱
枚
、
描
い
て
ほ
し
い

云
っ
て
ゐ
る
。

二

観
山
会
、
井
上
辰
九
郎
氏
、
尺
八
、［
○
］「
勇
駒
」、
中
山
隣

之
助
氏
の
招
。

四

島
田
友
春
氏
、
来
。
尺
八
、［
○
］「
東
坡
先
生
」・
・
・
・
竹
林

高
士
の
如
き
図
、
渡
す
。

高
嶋
屋
美
術
部
、
殿
塚
、
小
品
物
、
催
足
（
マ
マ
）
に
来
る
。

五

大
阪
、
堀
氏
夫
人
、
来
訪
。
午
後
、
東
京
、
坪
井
氏
、
雛
の
幅
、

催
足
（
マ
マ
）
に
来
る
。
菓
子
包
と
粗
品
と
し
て
、
五
百
円
包

み
来
る
。
此
前
の
三
百
円
と
合
し
て
八
百
円
な
り
。
日
本
橋
、

小
熊
慶
造
よ
り
書
留
の
封
書
に
て
、
一
昨
年
（
大
正
六
年
）
の

箱
書
の
催
足
（
マ
マ
）。

十

寺
内
へ
電
話
を
通
ず
。
尺
五
双
幅
の
件
。

十
一

寺
内
新
太
郎
、
来
。
尺
［
○
］
五
双
幅
、
林
和
靖
、
渡
す
。

十
三

太
田
鐡
次
郎
氏
、
小
諸
、
小
山
重
右
衛
門
を
同
伴
。
尺
五
、
尺

八
等
依
頼
し
て
帰
る
。

十
五

黒
須
様
の
新
宅
祝
と
し
て
、［
○
］
尺
八
、
寿
老
、
一
枚
、
持
参
。

今
一
枚　
［
○
］
月
夜
の
竹
（
こ
れ
は
日
月
十
題
の
分
と
し
て
描

き
し
も
の
）、
持
参
。
橋
本
未
亡
人
へ
の
由
。

十
六

石
倉
翠
葉
、［
○
］
尺
八
、
布
袋
、
渡
す
。

二
十

水
戸
、
渡
辺
氏
、
依
頼
。［
○
］
十
枚
渡
す
。

　

湖
上
の
月　

三
尺
巾
小
切　

尺
八
横
物

　

峯
の
月　
　

三
尺
巾
小
切　
　

古
木
孤
猿

　

雨
後
の
月　

尺
八　
　

白　

二
羽
飛
ふ

　

朧
ろ
月　

尺
八　

竹

　

三
光　
　

尺
五
双
幅

　

竹
影　
　

尺
八　
　

東
坡
ら
し
き
人
物
在
。

　

日
の
出　

尺
八
、
雪
松

　

日
の
出　

海
の
松　

海
辺
の
老
松

　

磯
の
朝　

尺
八　
　
　

一
羽
飛
ふ

二
十
一
琅
玕
洞
、［
○
］
小
品
、
氷
魚
、
届
く
。

二
十
二
伊
東
源
四
郎
、
代
人
、
尺
五
巾
、［
○
］
孔
子
ノ
図
、
渡
す
。

二
十
三
井
上
徳
三
、
小
品
物
、［
○
］
星
祭
図
、
渡
す
。

二
十
四
正
木
直
彦
氏
、
紹
介
に
て
、
大
蔵
雄
天
、
来
。
尺
五
へ
観
音
図

を
一
千
円
に
て
依
頼
し
度
き
由
。

三
の
谷
、
村
田
氏
へ
、
画
帖
と
［
○
］
小
奉
書
（
犬
ノ
図
）
持

参
な
す
。

二
十
七
川
嶋
鉄
之
助
、
二
五
巾
、［
○
］
雨
の
嵐
山
渡
す
。

日
記
種
別

西
暦

和
暦

月

日

記　
　
　
　
　
　

事

や
ま
の
上

一
九
二
〇

大
正
九
年

三

二
十
八
美
術
院
へ
同
人
展
覧
会
出
品
「
魚
憶
」、［
○
］
鯉
の
図
、
二
尺

三
寸
巾
、
届
く
。

三
十

中
畑
米
次
郎
、
半
切
、［
○
］
風
竹
、
渡
す
。
鉄
砲
場
、
遠
藤

医
師
、
岩
立
某
他
、
某
下
の
先
生
同
伴
、
高
築
誠
之
助
、
尺
八
、

［
○
］
静
暮
―
―
釣
舟
在
り
、
読
書
し
て
浮
木
を
待
つ
、
山
に

暮
色
―
―
を
渡
す
。

三
十
一
松
岡
文
橘
、
色
紙
、［
○
］「
竹
、
冨
士
」、
渡
す
。
高
築
誠
之
助
、

尺
八
［
○
］、「
秋
の
装
」（
錦
木
に
百
舌
ノ
図
）、
渡
す
。
井
上

の
親
爺
、
尺
八
、
目
白
に
紅
梅
、
渡
す
。

四

一

書
畫
骨
董
雑
誌
社
主
、
井
汲
倉
蔵
、
大
蔵
雄
夫
、
来
訪
。
尺
五
、

白
衣
観
音
、
揮
毫
依
頼
の
件
、
千
円
で
御
願
い
し
た
し
と
云
ふ
。

九

高
嶌
屋
美
術
部
、
高
橋
初
郎
氏
、
来
。
五
月
初
旬
の
展
観
の
件

な
り
、
絵
絹
、
預
る
。

十

安
川
大
成
堂
主
人
来
り
、
依
頼
画
の
件
に
て
、
何
に
か
申
し
て

帰
り
し
由
。

十
九

二
尺
巾
、［
○
］
醉
李
白
、
石
原
様
ま
で
届
く
。

二
十
一
夕
刻
、
武
山
氏
紹
介
に
て
、
京
都
、
中
村
大
観
、
来
。
日
本
大

観
と
云
ふ
も
の
を
出
版
す
る
に
就
い
て
、
小
品
を
依
頼
し
た
し

と
云
ふ
。
百
五
十
円
に
て
、尺
八
、小
品
物
切
を
依
頼
し
て
帰
る
。

図
は
厳
島
神
社
に
て
、
期
日
は
院
展
出
品
に
と
り
か
ゝ
る
以
前

に
と
の
事
。

二
十
三
長
谷
栄
吉
、
来
。
林
和
靖
か
帰
去
来
と
の
事
。

二
十
四
東
京
会
、
田
中
良
助
、
来
。
二
尺
巾
、［
○
］
懐
古
、
渡
す
。

二
十
五
片
多
徳
郎
氏
、
来
。
二
尺
巾
を
依
頼
し
て
帰
る
。
但
し
、
絹
も

金
子
も
預
ら
ず
。
図
は
随
意
に
て
先
生

の
作
と
の
事
。

二
十
七
安
川
大
成
堂
、
来
る
。［
○
］
尺
八
、「
雨
後
洞
庭
」、
小
品
［
○
］

「
富
士
」、
渡
。

二
十
九
東
京
、
柿
沼
氏
、
来
。
小
品
「
富
士
に
日
出
」、
渡
す
。

五

六

観
山
会
、
木
村
博
士
分
、
尺
八
三
幅
対
（
但
し
、
左
右
、
尺
八
、

二
つ
切
れ
）、
白
菊
翁
、
黒
須
様
宅
ま
で
届
く
。

九

長
谷
栄
吉
、
来
。
尺
八
、
帰
去
来
、
半
切
二
枚
（
ボ
ケ
。
舟
に

乗
れ
る
僧
）、
渡
す
。
後
、
色
紙
四
枚
と
尺
八
納
涼
図
一
枚
と
雛

屏
風
な
り
。

十
三

三
溪
園
、
村
田
様
宅
、
画
帖
届
く
。
図
、
鵜
飼
。

十
八

此
の
四
五
日
来
、
筆
を
執
ら
ざ
り
し
も
、
今
日
初
め
て
、
尺
八
、

舟
子
の
図
、
御
描
き
に
な
る
。

十
九

絵
画
清
談
の
山
浦
、
来
。
又
、
〆
二
枚
の
催
足
（
マ
マ
）。

二
十
一
午
後
、
竹
井
貞
太
郎
氏
、
来
。
三
尺
巾
、
依
頼
し
て
帰
る
。
内

金
と
し
て
五
百
円
置
く
。

別表1
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日
記
種
別

西
暦

和
暦

月

日

記　
　
　
　
　
　

事

や
ま
の
上

一
九
二
〇

大
正
九
年

五

二
十
三
井
上
徳
三
、
来
。
枠
張
一
個
と

台
預
る
。
枠
の
図
は

一
月
に
て
横
と
の
事
。

二
十
四
浜
中
移
山
氏
、
半
切
の
催
足
（
マ
マ
）。

二
十
七
荒
井
寛
方
氏
友
人
横
山
氏
、
催
足
（
マ
マ
）
に
来
る
。

二
十
九
千
葉
、
島
田
友
春
氏
親
子
、
尾
川
氏
、
来
訪
。
先
日
、
先
生
か

千
葉
に
て
買
求
め
し
壷
等
、
持
ち
来
る
。
昼
食
後
、
三
溪
園
へ

案
内
す
。
尺
八
［
○
］
布
袋
一
枚
、
渡
す
。

六

十
一

高
島
屋
美
術
部
殿
塚
、
催
足
（
マ
マ
）
に
来
る
。

十
四

髙
槗
幾
造
、
来
訪
。
伊
勢
桑
名
の
富
豪
が
、
別
荘
へ
先
生
を
召

じ
て
、
絵
を
御
願
ひ
い
た
し
度
い
が
、
如
何
と
云
っ
て
居
る
。

何
れ
全
快
の
上
と
く
と
考
へ
て
御
回
答
す
る
旨
、
挨
拶
す
。

十
五

中
嶌
丸
万
堂
の
手
紙
、
持
参
な
せ
し
廿
四
、五
の
女
に
、
扇
面

二
枚
、
張
果
老
（
金
地
）、
鵜
飼
（

地
）〔
絹
地
カ
〕、
渡
す
。

二
十

比
叡
山
の
僧
、
天
台
登
山
揮
毫
の
事
に
て
来
訪
。

二
十
二
松
嶌
勝
之
助
、
大
塚
の
使
に
て
来
。
二
月
二
十
二
日
、
尺
八
、十

枚
の
約
に
て
、
内
金
と
し
て
、
一
万
円
預
け
し
を
、
返
済
願
ひ

度
い
と
云
ふ
。

二
十
四
塚
源
太
郎
氏
よ
り
電
話
。
例
の
揮
毫
解
約
の
件
な
り
。

二
十
五
倉
林
外
七
氏
の
弟
と
云
へ
る
人
、
代
理
に
て
来
る
。
こ
れ
も
揮

毫
解
約
の
事
な
り
。

二
十
七
石
原
氏
同
伴
、
山
梨
氏
、
来
訪
。
扇
子
の
催
足
（
マ
マ
）
の
由
。

日
記
種
別

西
暦

和
暦

月

日

記　
　
　
　
　
　

事

や
ま
の
上

一
九
一
九

大
正
八
年

十

五

安
川
大
成
堂　

氏
の
廿
四
が
展
観
故
写
真
の
都
合
も
あ
り
何
卒

御
間
合
せ
を
願
ひ
度
し
と
の
事
。
一
週
間
後
出
来
い
た
せ
ば
通

知
す
る
旨
を
約
す
。
高
藤
元
四
郎　

着
色
山
水
人
物
入
を
希
望

の
由
。

九

大
成
堂
よ
り
電
話
に
て
催
足
（
マ
マ
）。

十
二

安
川
大
成
堂
息
へ
二
尺
巾
愛
蓮
ノ
図
渡
す
。

十
四

石
川
安
助
代
人
依
頼
画
の
件
に
て
来
る
。

十
五

三
越　

清
水
氏
屏
風
の
件
に
て
来
る
。
彼
の
屏
風
は
中
村
、

朝
吹
両
氏
に
寄
贈
の
由　

揮
毫
料
は
伍
千
円
に
て
内
金
壱
千

円
持
参
。
此
度
の
観
山
会
の
下
図
「
淀
君
」
二
尺
巾
と
尺
八
の

（
中
央
に
船
が
あ
っ
て
山
が
あ
っ
て
虹
が
あ
っ
て
雨
が
降
っ
て
ゐ

る
蓑
を
着
た
二
人
は
舟
に
居
る
）
は
柊
屋
へ
贈
る
の
だ
そ
う
な
。

二
十
一
先
頃
の
東
坡
先
生
の
屏
風
の
一
件
佐
々
木
氏
は
一
万
円
位
へ
に

て
手
に
入
れ
度
き
由
。

二
十
二
明
治
四
十
三
年
十
二
月
（
五
浦
時
代
）
知
人
よ
り
依
頼
さ
れ
絹

本
に
て
二
尺
巾
長
サ
四
尺
五
寸
を
依
頼
し
た
由
、
揮
毫
料
と
し

て
金
参
拾
円
を
価
額
表
記
に
て
絹
を
書
留
に
て
着
出
せ
し
由
、

尤
も
奥
様
の
手
ら
し
き
受
取
の
は
か
き
と
其
節
絵
絹
屋
よ
り
の

受
取
を
持
参
し
て
ゐ
る
。
追
加
金
を
す
る
か
ら
何
分
御
願
い
ゝ

た
す
と
云
ふ
。

二
十
五
奥
様
よ
り
の
御
手
紙
に
あ
ち
ら
に
て
二
三
枚
御
執
筆
の
由
。
画

印
並
び
に
袷
、
羽
織
等
を
送
れ
と
あ
る
。

二
十
七
愛
知
県
碧
海
郡
安
城
駅
前　

杉
浦
市
治
郎

書
留
に
て
百
円
の
為
替
券
在
中
の
封
書
絵
絹
の
包
着
。
明
年
の

一
月
ま
で
に
何
で
も
よ
い
か
ら
御
染
筆
願
ひ
た
い
と
云
ふ
。
一

先
帰
り
ま
で
預
る
旨
返
事
出
す
。

十
一

七

京
橋
高
島
屋
高
橋
初
郎
氏
秋
の
展
に
て
二
尺
巾
壱
、
尺
八
壱　

都
合
貮
枚
の
絵
絹
持
参
。
廿
一
日
頃
開
会
。
川
島
鉄
之
助
来
訪　

画
帖
の
催
足
（
マ
マ
）。

八

二
尺
巾
唐
美
人
大
阪
三
越
沢
津
松
溪
氏
宛
書
留
に
て
出
す
。

十

長
谷
栄
吉
は　

帰
去
来
（
二
尺
巾
尺
八
巾
）
一
枚
と
半
切
一
枚

だ
け
今
年
中
に
御
願
ひ
い
た
し
た
い
と
云
ふ
。

十
一

三
越
美
術
部
清
水
来
明
日
午
前
中
に
出
来
の
旨
話
す
。

十
二

三
越
美
術
部
清
水
氏
代
人
へ
尺
八
双
幅
「
静
清
」
渡
す
。

十
三

京
ば
し
石
川
安
助
代
人
来　

十
二
月
十
三
日
展
観
に
就
き
写
真

等
の
都
合
あ
れ
ば
本
月
下
旬
に
入
用
の
由
。

別表２
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日
記
種
別

西
暦

和
暦

月

日

記　
　
　
　
　
　

事

や
ま
の
上

一
九
一
九

大
正
八
年

十
一

十
五

大
阪
三
越
沢
津
氏
来
。
二
尺
巾
揮
毫
料
壱
千
貮
百
円
持
参
。
受

取
出
す
。自
分
達
等
外
出
し
た
留
守
に
石
原
氏
が
岩
立
義
太
郎
、

杉
山
環
湖
の
二
人
を
連
れ
て
来
て
壱
百
円
と
尺
五
の
絹
本
を
出

し
て
無
理
に
依
頼
し
て
帰
っ
た
由
。

十
六

ホ
ト
ゝ
ギ
ス
社
の
山
名
氏
来
、
十
八
日
午
前
の
約
束
、
野
毛
の

倉
林
氏
石
原
氏
と
来
。

十
七

先
生
と
野
村
サ
ム
ラ
イ
商
会
へ
行
く
。
野
村
氏
の
話　

先
日
御

依
頼
し
た
の
を
一
枚
で
結
構
で
す
か
ら
何
分
御
願
ひ
す
る
と
。

二
千
五
百
円
で
十
枚
描
け
と
云
ふ
註
文
は
取
消
に
な
り
。

十
八

ホ
ト
ゝ
ギ
ス
社
か
ら
画
を
と
り
に
来
る
か
と
思
っ
た
ら
今
日
は

来
な
い
。

十
九

出
雲
﨑　

佐
藤
吉
太
郎
来　

画
帖
、及
び
寄
附
画（
二
尺
横
物
切
）

渡
す
。
ホ
ト
ゝ
ギ
ス
社
山
名
氏
小
品
、
紅
葉
ト
茸
の
図
渡
す
。

高
嶋
屋
美
術
部
使
来
る
。
栖
鳳
紙
二
枚
渡
す
。

二
十

高
嶋
屋
美
術
部
使　

二
尺
巾
双
幅
高
士
観
瀑
渡
す
。

二
十
四
東
京
会
田
中
良
三
来　

尺
八
「
竹
林
高
士
」
渡
す
。
安
川
㐂
一

郎
来
。
目
出
度
か
け
に
と
壱
千
円
出
し
て
無
理
に
置
い
て
行
く
。

再
三
断
る
も
と
う
と
う
置
い
て
行
く
。

二
十
五
井
上
の
親
父
［
来
］
渡
金
盛
物
台
（
徳
川
初
期
の
も
の
ら
し
い
）

持
参
、
こ
れ
と
以
前
持
参
せ
し
巻
絵
の
筥
と
に
て
尺
五
一
枚
を

御
願
ひ
し
た
い
と
の
手
紙
、
百
五
十
円
の
由
、
断
り
返
却
な
す
。

原
田
金
蔵
使
来　

催
足　

廿
五
日
の
約
束
の
由
。

二
十
六
島
田
友
春
氏
来
尺
八
相
渡
す
（
漁
船
あ
り　

虹
を
見
る
）

石
川
安
助
よ
り
電
報
に
て
催
足
。

二
十
七
石
川
安
助　

尺
八
壱
枚
渡
す
（
問
答
）

二
十
八
黒
須
氏
来
訪　

来
月
四
日　

観
山
会
の
人
々
来
浜
。
三
溪
園
へ

来
る
と
の
こ
と
。
尺
八　

虹
（
山
麓
に
虹
あ
り
傘
さ
し
走
る
人

二
三
人
）
黒
須
氏
へ
渡
す
。
此
れ
は
先
頃
観
山
会
を
京
都
に
開

き
し
際
、
松
茸
狩
の
礼
の
由
。

三
十

郡
山　

川
口
誠
之
助
来
。
画
帖
、
尺
五
六
枚
の
催
足
。

十
二

四

高
嶋
屋
店
員
、
秋
の
会
二
尺
巾
双
幅
の
代　

二
千
五
百
円
持
参
。

原
田
金
蔵　

尺
八
「
夕
月
」
漁
夫
、
停
船
、
児
童
垂
足

八

安
川
大
成
堂
へ
尺
四
巾
高
士
渡
せ
し
由
。

九

二
尺
巾　

竹
林
弾
琴
（
倉
林
氏
の
分
）
先
生
自
身
石
原
氏
宅
へ

持
参　

尺
八
の
双
幅
を
こ
れ
に
て
す
ま
せ
た
し
と
の
事
、
山
崎

清
三
郎
小
包
に
て
出
す
。

十

渡
辺
実　

尺
八
蓬
莱
渡
す
。

日
記
種
別

西
暦

和
暦

月

日

記　
　
　
　
　
　

事

や
ま
の
上

一
九
一
九

大
正
八
年

十
二

十
一

箱
根
小
涌
谷
温
泉
の
榎
本
恭
三
之
菓
子
折
、
尺
八
絵
絹
持
参
。

先
年
先
生
当
地
へ
参
ら
れ
し
節
の
御
約
束
故
何
分
御
願
ひ
い
た

し
度
い
と
云
ふ
。
先
生
は
知
ら
な
い
と
云
ふ
。
菓
子
折
と
絵
絹

預
る
。
松
岡
文
橘
来
。
ギ
ヤ
マ
ン
の
瓶
三
個
持
参
。
大
院
君
の

持
ち
し
も
の
ゝ
由
。
こ
れ
と
貮
拾
円
を
包
ん
で
来
て
色
紙
二
枚

を
描
い
て
呉
れ
と
云
ふ
。

手
紙
広
島
県
芦
品
郡
新
市
町　

宮
原
繁
治

と
云
ふ
者
か
ら
銀
行
小
切
手
で
二
百
円
封
入
し
て
、
明
治

四
十
二
年
六
月
中
「
河
渡
り
ノ
虎
ノ
図
」
を
依
頼
し
て
あ
る
。

子
孫
に
伝
ふ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
雀
一
羽
で
も
よ
り
か
ら
描
い

て
貰
ひ
度
い
と
あ
る
。
寸
法
は
別
に
記
し
て
な
い
。

十
三

瀬
能
正
太
来　

裏
箔
「
日
出
」
の
催
足
（
マ
マ
）。

十
四

東
京
□
特
殊
小
学
校
よ
り
寄
附
画
の
催
足
（
マ
マ
）
に
来
る　

画
帖
預
る
。

サ
ム
ラ
イ
商
会
野
村
氏
宅
へ
尺
八
「
雲
成
」
持
参
、
表
装
に
ま

わ
し
て
貰
ひ
度
と
の
事
故
預
り
帰
る
。

十
六

松
岡
文
橘
氏
来
尺
五
「
雲
成
」
一
枚
渡
す
。
先
日
の
色
紙
は
二

枚
に
て
小
切
は
取
消
す
事
。
色
紙
二
枚
と
念
を
押
す
。

十
七

箱
根
小
涌
谷
、
榎
本
恭
三
と
云
ふ
人
、
先
頃
尺
八
の
絵
絹
を
置

い
て
帰
っ
て
今
日
出
な
ほ
し
て
来
る　

謝
礼
は
出
來
の
上
に
頂

戴
す
る
と
云
っ
て
揮
毫
を
引
受
け
し
ま
ふ
。
黒
須
氏
来
。
石
川

丹
麗
女
史
来
。
画
帖
二
預
る
。
年
内
の
由
、
謝
礼
と
し
て
五
拾

円
持
参
、
遠
山
氏
の
尺
五
も
と
云
ふ
。

夜
尺
五
「
清
水
観
音
」
を
石
原
様
宅
へ
届
け
る
。

十
八

国
華
社
蔭
山
氏
来
。
寸
法
何
に
て
も
よ
し
。

二
十
一
福
沢
市
太
郎
来　

追
加
金
一
千
円
を
出
し
以
前
の
百
五
拾
円
に

て
色
紙
か
何
か
小
品
二
つ
ほ
し
い
と
云
ふ
。
奥
様
が
受
取
出
す
。

先
方
で
は
最
初
色
紙
二
枚
、
短
冊
三
枚
（
絹
無
地
）
尺
五
双
幅

尺
八
壱
枚
と
云
ふ
申
込
な
り
し
由
。

二
十
三
老
松
に
寄
生
木　

六
曲
一
双　

仕
上
る
。
原
様
の
使
に
渡
す
。

二
十
四
太
田
吉
松
来
。
年
内
半
切
二
枚
送
る
旨
約
す
。
大
村
マ
ス
来
。

佐
藤
益
之
氏
の
依
頼
に
て
尺
八
に
寒
山
拾
得
を
願
ひ
度
い
と
て

金
五
百
円
包
を
置
く
。

二
十
六
赤
尾
藤
吉
郎
来
（
午
後
）
尺
八
二
枚
と
話
き
ま
る
。
一
枚
は
年

内
に
て
後
一
枚
は
来
年
追
加
金
を
持
参
し
て
頂
戴
す
る
と
云
ふ
。

二
十
八
日
本
橋
音
菊
の
画
帖
、
川
口
誠
三
郎
の
画
帖
、
紀
州
新
聞
の
橋

本
某
の
画
帖
出
来
。
長
谷
に
渡
す
翁････

菊
に
水
や
る･･･

尺
八

は
ほ
ゝ
出
来
上
っ
て
ゐ
る
。
新
紀
州
新
聞
社　

橋
本
義
雄
へ
画

帖
出
す
。
川
口
誠
三
郎
画
帖　

発
送
。
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日
記
種
別

西
暦

和
暦

月

日

記　
　
　
　
　
　

事

や
ま
の
上

一
九
一
九

大
正
八
年

十
二

二
十
九
松
山
の
瀬
川
㐂
七
、五
百
円
の
小
切
手
を
書
留
で
よ
こ
し
て
尺

八
を
描
い
て
呉
れ
と
云
ふ
。
竹
内
常
吉
来
。
紙
本
の
小
品
壱
枚

と
金
地
扇
面
一
枚
、
七
拾
円
の
包
預
る
。
宮
本
紙
の
尺
五
四
枚

が
尺
八
弐
枚
に
な
り
亦
壱
枚
に
な
る
。
図
は
何
ん
で
も
よ
し
。

三
十

長
谷
栄
吉
、
尺
八
「
白
菊
翁
」
渡
す
。

三
十
一
尾
張
一
の
宮　

中
央
美
術
倶
楽
部
の
封
書
（
書
留
）
を
茶
の
間

で
発
見
。
壱
百
円
の
小
切
手
在
中
に
て
来
春
二
月
初
旬
の
展
観

に
入
用
な
れ
ば
一
月
中
に
御
揮
毫
願
ひ
度
い
と
云
ふ
。

一
九
二
〇

大
正
九
年

一

二

深
川
鈴
木
某
、
鑑
定
に
来
。
尺
八
席
画
ら
し
き
墨
画
の
竹
、
宜

し
け
れ
ば
表
装
を
な
ほ
し
、
改
め
て
箱
書
に
来
る
由
。
大
正
五

年
二
月
十
六
日
、
横
浜
に
来
り
先
生
に
面
会
な
し
、
尺
八
絹
本

一
葉
三
月
末
ま
て
の
約
束
に
て
依
頼
し
、
其
後
何
等
の
返
事
な

し
。
来
る
二
月
末
迄
に
、
半
切
一
枚
、
五
拾
円
に
て
揮
毫
し
て

貰
い
た
い
と
書
い
て
あ
る
。

十
一

下
の
井
上
と
か
云
ふ
人
が
、
青
木
堅
太
郎
の
代
理
に
来
て
、
先

頃
の
席
絵
の
廣
業
と
双
幅
の

の
図
の
箱
書
を
し
て
貰

い
た
い
と
云
っ
て
、
置
い
て
行
く
。

十
六

華
山
の
盃
の
台
へ
松
を
か
ゝ
る
。
四
時
頃
、
寺
内
よ
り
荷
車
着
。

諸
井
様
の
六
曲
、
黒
須
様
の
二
曲
、
東
坡
先
生
屏
風
な
り
。
南

條
氏
の
六
曲
、
鉄
道
に
て
着
。

十
七

京
都
十
合
呉
服
店
の
美
術
部
の
人
だ
と
云
ふ
二
人
連
来
り
、

三
月
の
展
覧
に
尺
八
か
二
尺
巾
を
一
枚
、
御
願
ひ
い
た
し
た

い
と
云
ふ
。
千
五
百
円
預
る
。

二
十

根
岸
鉄
太
郎
使
に
尺
八
［
○
］「
春
」
＝
高
士
あ
り
背
に
桜
ら

し
き
も
の
描
く
、
春
と
題
す
、
を
渡
す
。

二
十
二
郡
山
川
口
誠
三
郎
来
。［
○
］
尺
五
、叭
々
鳥
、山
水
（
支
那
）、

哲
祖
の
三
枚
渡
す
。

二
十
三
福
澤
氏
［
○
］
尺
八
、
幽

渡
す
。

二
十
五
特
殊
小
学
校
、
小
原
氏
来
。［
○
］
尺
五
、三
保
、
一
枚
渡
す
。

画
帖
は
預
り
置
く
。

二
十
六
関
谷
弥
兵
衛
来
り
、
来
月
の
五
日
の
婚
礼
ま
で
に
二
曲
一
双

を
間
に
合
せ
て
載
（
マ
マ
）
き
た
い
と
云
ふ
。

試
作
展
［
○
］
出
品
画
、
寺
内
宛
送
る
。
二
五
巾

二
十
七
塩
川
表
具
屋
よ
り
、
雪
竹
に
小
鳥
の
幅
、
鑑
定
に
持
参
。
安

川
大
成
堂
に
十
幾
枚
描
き
し
一
枚
と
云
ふ
。
五
浦
へ
入
る
前

年
の
由
。

二
十
八
澤
達
の
使
、
先
日
の
画
帖
へ
落
款
を
貰
ひ
に
来
る
。
今
一
つ

の
箱
書
は
老
子
。
た
し
か
髙
橋
幾
造
へ
描
い
た
も
の
。

日
記
種
別

西
暦

和
暦

月

日

記　
　
　
　
　
　

事

や
ま
の
上

一
九
二
〇

大
正
九
年

一

二
十
九
前
田
侯
爵
の
例
の
絵
巻
第
□
を
先
頃
か
ら
初
め
ら
れ
て
居
る

が
、
健
築
（
マ
マ
）
が
面
□
倒
な
の
で
、
な
か
な
か
は
か
ど

ら
ぬ
様
子
。
階
段
に
は
、
平
困
だ
と
云
っ
て
お
ら
れ
る
。

三
十

飯
塚
某
、
荒
井
寛
方
氏
の
招
介
（
マ
マ
）
に
て
来
り
、
尺
八

壱
枚
依
頼
な
し
、
千
五
百
円
置
い
て
行
く
。

三
十
一
椙
本
八
重
二
氏
、
画
帖
、
柿
図
渡
す
。

二

一

柿
沼
氏
と
同
伴
せ
し
坪
井
氏
一
人
に
て
来
訪
。
三
月

節
句
の
幅
を
と
て
、
百
円
に
て
手
切
。
尺
八
等
、
三
枚
置
い

て
帰
り
し
由
。

二

井
上
徳
三
、
来
。
尺
八
［
を
］
一
枚
依
頼
し
て
行
く
。

四

銀
座
東
京
美
術
館
よ
り
、
尺
八
、
南
泉
斬
猫
、
鑑
定
に
来
る
。

鈴
木
直
三
郎
、
半
切
、
山
水
（
観
山
会
の
記
念
分
配
分
）
を

持
参
。
鑑
定
。

岐
阜
五
藤
竹
重
郎
［
○
］
尺
五
、「
引
舟
に
虹
の
図
」
発
送
。

五

石
川
鶴
治
氏
、
画
帖
二
、
谷
中
寺
内
へ
持
参
。

六

関
谷
へ
電
話
に
て
二
枚
曲
、
出
来
の
由
旨
通
ず
。

神
田　

六
百
八
十
番 

関
谷
弥
兵
衛

七

関
谷
弥
兵
衛
来
。［
○
］
二
曲
松
竹
梅
渡
す
。

飯
嶋
南
風
来
。
半
切
、［
○
］
維
摩
、
一
枚
渡
す
。

十

中
西
嘉
助
氏
、
尺
八
［
○
］、
清
涼
渡
す
。「
側
面
の
高
士
、

竹
林
」。

十
一

乾
南
陽
氏
来
。
応
挙
、
狗
［
ケ
ン
］、
持
参
。
三
百
五
十
円
に

て
買
ひ
取
る
。
尺
八
双
幅
、
嵯
峨
野
（
定
家
）
渡
す
。

高
嶌
屋
の
高
橋
初
郎
氏
来
。
小
品
画
の
催
足
（
マ
マ
）。

松
山
市
湊
町
四
丁
目
、
清
水
義
影
よ
り
の
返
事
。
竹
林
高
士

之
図
、
画
帖
小
裂
（
横
九
寸
、
縦
八
寸
）。

十
四

斎
藤
隆
三
氏
来
。
老
子
出
関
ノ
大
幅
、
外
一
幅
御
貸
し
す
る
。

十
五

谷
上
隆
介
氏
来
。
川
嶌
鉄
之
助
、
稲
垣
利
恭
来
。
三
月
下
旬

の
展
覧
に
、
是
非
、
尺
八
を
二
枚
揮
毫
願
ひ
度
い
。
先
生
も

奥
様
も
留
守
の
様
取
計
ふ
。
内
金
と
し
て
、
二
千
円
並
び
に

絵
絹
二
枚
（
尺
八
）、
先
生
、
帰
宅
次
第
、
返
答
に
よ
っ
て
は
、

或
ひ
は
、
返
却
す
る
や
も
知
れ
す
、
た
ゝ
仮
受
取
の
み
差
上

げ
て
置
く
由
事
に
て
、二
千
円
と
絵
絹
預
る
。日
本
美
術
主
筆
、

石
原
翠
葉
、
武
山
氏
紹
介
状
持
参
。
千
五
百
円
に
て
、
尺

八
一
枚
、
色
紙
一
枚
の
約
束
に
て
、
銀
行
小
切
手
、
千
五
百

円
置
と
画
帖
（
僕
の
画
帖
と
書
き
し
も
の
）
を
置
く
。

十
七

黒
須
様
来
。
早
稲
田
校
友
会
依
頼
、
寿
星
（
二
五
巾
）
渡
す
。

此
の
廿
日
の
校
友
会
に
大
隈
侯
に
贈
る
由
。

二
十
一
小
林
源
太
郎
氏
の
分
と
云
ふ
尺
五
双
幅
、
出
来
上
る
。
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日
記
種
別

西
暦

和
暦

月

日

記　
　
　
　
　
　

事

や
ま
の
上

一
九
二
〇

大
正
九
年

二

二
十
四
小
林
源
太
郎
、
尺
五
双
幅
、「
鯉
」
送
る
。

二
十
六
江
嶌
碗
屋
の
会
の
絵
、
尺
五
「
岩
上
観
音
」
渡
す
。

高
嶌
屋
よ
り
小
品
画
催
足
（
マ
マ
）、
来
月
初
旬
の
由
。

二
十
七
内
務
省
造
営
局
よ
り
、屏
風
下
絵
用
紙
着
。十
合
美
術
部
店
員
、

尺
八
、維
摩
、一
枚
渡
す
。
美
術
院
よ
り
江
原
氏
来
り
、尺
八
、

絹
本
二
枚
入
筒
持
参
。
四
月
初
旬
、
同
人
展
覧
会
の
由
。
大

塚
源
太
郎
、
小
樽
丹
内
重
兵
衛
、
同
伴
来
訪
。
尺
八
、
拾
枚
、

一
万
五
千
円
に
て
依
頼
す
。
内
金
と
し
て
一
万
円
持
参
。

二
十
九
長
谷
の
使
、
白
菊
図
、
箱
書
に
持
参
。
預
る
。
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Introducing Documents: Yama no ue (On a Hill), 
Studio Diary of SHIMOMURA Kanzan

 KASHIWAGI Tomoh

Continuing on from the previous issue, in this edition I reprinted and published a bibliographical essay 
concerning the second half  the Nihonga (Japanese-style) painter SHIMOMURA Kanzan’s studio diary, 
Yama no ue (On a Hill), which runs from October 1, 1919 to February 29, 1920. 

During this period, Kanzan met with his close ally YOKOYAMA Taikan, who was associated with 
Nihon Bijustu-in (the Japan Art Institute), in response to efforts to restructure the art world following 
the founding of Teikoku Bijutsu-in (the Imperial Academy of Fine Arts). At the same time, Kanzan al-
lowed ten works he owned by the late HASHIMOTO Gaho to be included in a posthumous exhibition 
of the artist’s paintings, and warmly received Gaho’s wife. Kanzan also agreed to help found the Ernest 
Fenollosa Memorial Society in recognition of the noted scholar’s achievements. These activities can be 
seen as attempts to honor his links to kindred spirits and former teachers. 

In addition, Kanzan was in constant contact with members of his own support group called the Kan-
zan-kai (Kanzan Society) as they prepared to hold an exhibition commemorating the group’s tenth an-
niversary. The diary also indicates Kanzan enjoyed a wide circle of acquaintances, receiving visits and 
corresponding with countless Nihonga painters such as YOKOYAMA Taikan and KIMURA Buzan, 
and other cultural figures such as art administrators such as MASAKI Naohiko and MIZOGUCHI 
Teijiro. 

As he had been ordered to paint epic works, Kanzan did not participate in the revived Nihon Bijutsu 
-in exhibition this year. Though there were over 100 entries in the first half  of the diary (introduced in the 
first article) dealing with Kanzan’s artistic practice, the second half  only contains about 50 on that sub-
ject. Several entries suggest that excessive drinking had begun to interfere with this artistic output. 
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